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キク科の多年草。花はタンポポに
似ているが、茎は高さ50㎝にもなり、
途中で分枝して花をつける点などが
異なる。葉はすべて根もとにまとま
ってつく。
ヨーロッパ原産の帰化植物で、和
名はフランス名「	
a
b
bcdefc
（ブタのサラダ）」の直訳。各地で帰
化しており、開けた草原のような場
所に好んで生える。

サナエトンボの類は、春から梅雨
のころに出現する種が多く、幼虫期
に止水（流れのない所）に生息する
種群と流水に生息する種群の２つに
大別できる。モイワサナエは山間渓
流に見られる種で、幼虫は流水中の
砂に潜む。
和名が示すように、北海道藻岩山
で最初に発見された種で、本州での
分布は比較的限られるが、長岡では
東山で広く観察できる。
ヒメクロサナエによく似ており、
しかも似たような流れに生息するが、
本種は翅胸前面に黄色の線がないこ
とで区別できる。

加
津
保
町
の
東
の
は
ず
れ
に
南

北
へ
流
れ
る
用
水
路
が
あ
り
、
そ

れ
に
沿
っ
て
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
空
き
地
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ト
ッ
テ
ツ
（
栃
尾
鉄
道
）

と
し
て
多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま

れ
た
越
後
交
通
栃
尾
線
（
長
岡
―

栃
尾
間
）
の
跡
で
す
。

ト
ッ
テ
ツ
は
、
東
山
油
田
の
機

材
の
運
搬
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

大
正
時
代
初
め
に
長
岡
の
石
油
事

業
家
の
小
林
友
太
郎
ら
に
よ
っ
て

敷
設
さ
れ
ま
し
た
（
昭
和
三
十
年

に
栃
尾
電
鉄
、
三
十
五
年
に
越
後

交
通
栃
尾
線
と
改
称
）。

戦
後
、
栃
尾
線
は
旅
客
輸
送
が

中
心
と
な
り
、
最
盛
期
の
昭
和
四

十
一
年
に
は
、
年
間
約
六
百
五
十

一
万
人
が
利
用
し
ま
し
た
。
朝
夕

は
大
変
な
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
客
車
は

い
つ
も
満
員
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
バ
ス
路
線
の

充
実
や
マ
イ
カ
ー
の
普
及
で
乗
客

数
は
激
減
し
、
昭
和
五
十
年
に
全

線
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
悠
久
山
線
（
長
岡
―
悠

久
山
間
）
の
跡
地
の
一
部
を
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
し
た
ほ

か
、
栃
尾
線
の
跡
地
も
「
ふ
れ
あ

い
緑
道
」（
新
保
二
〜
永
田
二
）
と

し
て
現
在
、
整
備
し
て
い
ま
す
。

栃
尾
市
、
見
附
市
と
長
岡
市
を

つ
な
ぎ
交
通
の
動
脈
と
し
て
活
躍

し
た
ト
ッ
テ
ツ
も
、
今
は
蔓�

�

の
か

ら
ま
っ
た
錆さ

び
つ
い
た
レ
ー
ル
が
、

当
時
の
面
影
を
私
た
ち
に
見
せ
て

く
れ
る
の
み
で
す
。

な
お
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
に

貨
物
車
な
ど
三
台
の
車
両
が
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
（
見
学
可
）。

▲トッテツの線路跡（加津保町）
鉄道の多くは1,067㎜のレール幅ですが、
栃尾鉄道は全国でも数少ない狭軌（762㎜）
のレールでした。
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今月は、地球温暖化の防止につながる取り組みを紹介します。
地球温暖化を引き起こす二酸化炭素は、全排出量のうちの20％が家庭

で作られ大気中に排出されています（自家用車排出分を含む）。
普段の生活の中で、電気、ガス、水道などのエネルギーを無駄なく、

効率よく使用することは、二酸化炭素の排出量を減らすだけでなく、家
計を節約することにもなります。
みなさんも、下の表を参考にしながら、家庭でできる地球温暖化の防

止策に取り組んでみませんか。

x y z { |
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※新潟県の１世帯（４人家族）当たりの年間の二酸化炭素排出量は約10ｔで、４人家
族がこの８つの取り組みすべてを実行すると、年間で約542㎏の二酸化炭素が削減
でき、約31,000円を節約することができます。

環境省「一人ひとりの地球温暖化対策」から抜粋
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議
」
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声

を
お
聞
き
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
自
分
自
身
、
家
族
、
地
域

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
「
こ
う

あ
り
た
い
」
と
提
案
さ
れ
た
意
見

を
「
市
民
が
め
ざ
す
健
康
な
ま
ち
」

と
し
て
計
画
の
基
本
目
標
に
反
映

さ
せ
ま
す
。

ま
た
、「
高
齢
者
健
脚
度
調
査
」

で
得
ら
れ
る
結
果
も
計
画
づ
く
り

に
生
か
し
ま
す
。

こ
う
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
集
め
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
、

六
月
中
に
設
置
す
る
「
な
が
お
か

ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21
（
仮
称
）
策

定
委
員
会
」（
医
療
や
栄
養
、
運
動

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門

家
で
構
成
）
と
「
策
定
部
会
」（
関

係
団
体
、
市
民
の
代
表
、
市
の
各

分
野
の
担
当
課
で
構
成
）
で
検
討

を
進
め
、
今
年
度
末
ま
で
に
計
画

を
ま
と
め
ま
す
。
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計
画
策
定
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
る
新
潟
医
療
福
祉
大
学
助
教
授

の
村
山
伸
子
さ
ん
は
、「
個
人
の
健

康
問
題
や
健
康
に
対
す
る
考
え
方

が
多
様
化
し
て
い
る
今
、
健
康
づ

く
り
は
市
民
が
自
分
に
と
っ
て
の

健
康
と
は
何
か
を
自
ら
考
え
、
目

標
を
立
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
長
岡
市
の
こ
れ
か
ら
の
健

康
づ
く
り
の
主
体
は
、
ま
さ
に
市

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
な
の

で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
づ
く

り
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
促

し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
自
分
や
家
族
の

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
じ
っ
く
り

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
ぜ
ひ
、
健
康
課
�
32
・
５
０

０
０
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

���
 笑うと気持ちも若返ります！
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 いい汗かいて、リフレッシュ！
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市民健康づくり講演会（無料）
TUVbWXY�	���
Z[\�]^b_bWXY^`
当日は、手話通訳があります。
日時＝６月22日g午後１時30分～３時30分
会場＝リリックホール・シアター
講師＝新潟リハビリテーション病院

整形外科部長・山本智章さん
定員＝450人（先着順）
申し込み＝６月20日hまでに健康課�32・5000、i39・

5222、Ｅメールjkljmn＠opqrsltutmjtslpputqtsvwへ

x��YTyz{|}~�{� �̀������

日常の健康づくりに手軽なウォーキングはいかがで
すか。
市では、市内各地域のウォーキングコースを募集し、
所要時間や歩数などをウォーキングマップで紹介します。
みなさんのお気に入りのコースや地域の特色を生か
した長岡らしいコースをどんどんお寄せください。
〔コースの条件〕長岡市内で所要時間がおおむね１時
間以内であること
〔応募方法〕
６月17日�～８月９日�（消印有効）までに、健康課、
各地区公民館等にある応募用紙にコース名、コース図
（目安となる建物等も）、おおむねの距離、コースのお
すすめメッセージを添えて〒940-0086西千手２の５の
１健康センター内健康課へ郵送または持参してくださ
い。応募のあった中から数コースを選定し、ウォーキ
ングマップ（10月発行）に掲載します

問い合わせ＝健康課�３２・５０００

私たち、こんな健康づくりに取り組んでいます！

地域で「ふれあいサークル」をつくって、住民主体の
健康づくりを進めている福戸地区。その取り組みについ
て福戸公民館の佐藤敏子さんにお聞きしました。

◇ ◇
「ふれあいサークル」（右写真）には、
地区の75歳以上の方が参加しています。
まず、一人ひとりの血圧測定と健康

チェックをした後、軽体操などで体を
動かしたり、お茶を飲みながら話をし
たりしています。参加している方は、
本当に生き生きとした表情をされてい
ますし、自分の健康に対する意識や関
心も高まってきているようです。

また、その活動を支えているのがボランティアとして
参加してくれている地区の方々で、公民館への送迎など
もお願いしています。
今後はより多様な健康づくりに取り組んで、一人ひと

りが健康で元気に過ごせる地区にしたいですね。
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近
年
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動

量
の
低
下
な
ど
か
ら
、
生
活
習
慣

病
に
な
る
人
や
高
齢
に
な
っ
て
寝

た
き
り
や
痴
ほ
う
に
な
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

「
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
こ

う
し
た
病
気
の
予
防
や
介
護
予
防

を
図
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
や

ゆ
と
り
づ
く
り
も
支
援
す
る
も
の

で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。
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計
画
づ
く
り
は
、
地
域
や
団
体

を
対
象
に
開
催
す
る
「
井
戸
端
会

	 ¡¢
 体力づくりは健康の基本です
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 体を動かすのって楽しいよね！
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～生活習慣の改善や受診・治療が必要な人は８割～
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●「ながおかヘルシープラン21（仮称）」の策定
市民の健康づくりの指針となる計画を策定します（計
画期間は、平成15年度から24年度までの10年間）。15年
度には、この計画に基づくアクションプラン（行動計
画）を策定します。
●井戸端会議
市民のみなさんから自分自身や家族、地域の人の健

康づくりについて話し合ってもらい、「ありたい姿」と
それを実現するための条件をともに考えます。６月か
ら８月末まで市内９地区と市民団体などを対象に実施
します。
●高齢者健脚度調査
65歳以上の高齢者の歩行能力、バランス能力などの

10項目を測定する健脚度調査を行い、転倒予防のため
の運動・生活指導をします。６月から９月末まで市内
30地区で実施します。
●健康づくり講演会、ウォーキングマップの作成
転倒・骨折しない体をつくるための「健康づくり講

演会」を開催します。
また、健脚度の向上を目指し、ウォーキングマップ

を作成します（左ページ参照）。
●地域高齢者健康ふれあいサークル育成・支援事業
高齢者が生きがいや健康づくり活動に気軽に参加で

きるサークルを育成・支援します。

「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い
」
だ
れ
も
が
そ
う
願
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

今
月
か
ら
、
各
地
域
で
「
井
戸
端
会
議
」
や
「
高
齢
者
健
脚
度
調
査
」
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
生
か
し
て
、
市
民
の
視
点
か
ら
「
な
が
お
か
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ン
21
（
仮

称
）」
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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市
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

も
と
に
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
七

月
中
に
は
計
画
を
決
定
し
、
早
期

に
市
民
に
公
表
し
て
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地

課
�
39
・
２
２
３
０
へ
ど
う
ぞ
。

四
月
二
十
七
日
、
国
営
越
後
丘

陵
公
園
で
、
第
十
三
回
全
国
「
み

ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

皇
太
子
ご
夫
妻
も
出
席
さ
れ
た

こ
の
つ
ど
い
で
は
、
緑
の
保
全
や

地
域
の
緑
化
に
貢
献
し
た
全
国
の

七
十
八
の
団
体
に
「
功
労
者
国
土

交
通
大
臣
表
彰
」
が
贈
ら
れ
、
長

岡
市
か
ら
は
桂
小
学
校
た
り
ほ
会
、

花
を
楽
し
む
会
、
神
田
口
フ
ラ
ワ

ー
ク
ラ
ブ
の
三
団
体
が
そ
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

式
典
で
皇
太
子
さ
ま
は
、「
皆
さ

ん
の
心
と
活
動
を
通
じ
て
、
緑
豊

か
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
が

一
層
進
展
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
桂
小
学
校
六

年
生
の
内
山
徳
隆
さ
ん
と
内
藤
優

さ
ん
が
、「
み
ん
な
で
緑
を
愛
し
、

守
り
、
育
て
、
こ
れ
を
未
来
に
伝

え
ま
す
」
と
元
気
よ
く
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
つ
ど
い
に
は
五
千
人

を
超
え
る
人
が
参
加
し
、
皇
太
子

ご
夫
妻
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、

市
内
の
沿
道
や
長
岡
駅
な
ど
で
も

た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が

お
二
人
を
お
見
送
り
し
ま
し
た
。

緑
を
愛
し
、
守
り
育
て
る
心
を
未
来
に
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【功労者国土交通大臣表彰】
桂小学校たりほ会 花を楽しむ会 神田口フラワークラブ
【新潟県都市緑化功労者知事表彰】
関原地区花いっぱい運動協議会 山本中学校ボランティア委員会
城岡３丁目花の会 大積小学校児童会 宮内中学校生徒会

緑化重点地区とその主な緑化施策

富曽亀地区

長岡駅東口地区

悠久山地区

中心市街地地区

関原周辺地区

信濃川およびその周辺地区

古正寺地区
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「
長
岡
市
緑
の
基
本
計
画
」
は
、

長
岡
の
緑
を
ど
の
よ
う
に
守
り
、

創
り
出
し
、
育
て
て
い
く
か
を
定

め
る
も
の
で
、
公
園
や
道
路
な
ど

の
公
共
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
私

有
地
も
含
め
た
緑
化
の
目
標
を
定

め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具

体
的
な
施
策
を
示
す
計
画
で
す
。

そ
の
基
本
理
念
は
、「
大
河
信
濃

川
の
恵
み
を
生
か
し
、
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
『
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
』」
で
す
。
こ
れ
は
、

信
濃
川
、
西
山
、
東
山
と
そ
の
間

に
広
が
る
市
街
地
の
緑
な
ど
を
「
水

と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て

位
置
づ
け
、
そ
の
活
用
を
図
り
つ

つ
、
確
実
に
未
来
へ
引
き
継
い
で

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

７
地
区
を

緑
化
重
点
地
区
に
指
定

計
画
に
は
、「
緑
の
目
標
」
と
し

て
緑
地
の
確
保
目
標
と
緑
化
目
標

を
示
し
て
い
ま
す
（
下
欄
参
照
）。

市
民
一
人
当
た
り
の
都
市
公
園
面

積
の
目
標
を
、
国
の
目
標
を
上
回

る
も
の
に
設
定
し
、
ま
た
、
私
有

地
の
緑
化
を
先
導
す
る
意
味
で
公

共
施
設
の
緑
化
面
積
の
目
標
値
を

高
め
に
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

今
あ
る
緑
を
「
ま
も
る
」、
緑
地
を

新
た
に
「
つ
く
る
」、
み
ん
な
で
緑

を
「
そ
だ
て
る
」
と
い
う
視
点
と
、

緑
を
守
り
育
て
る
人
材
を
育
成
し
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
「
さ
さ
え
る
」

と
い
う
四
つ
の
視
点
か
ら
検
討
し

た
施
策
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
全
体
の
緑
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
先
導
的
に
緑
化
を

推
進
す
る
地
区
と
し
て
、
七
つ
の

緑
化
重
点
地
区
を
指
定
し
て
い
ま

す
（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

取
り
組
み
は
市
民
・
行
政
・

事
業
者
等
の
協
働
で

緑
の
基
本
計
画
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
や
事
業
者
等
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
、
そ
し
て
三
者

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
や

行
政
が
持
っ
て
い
る
緑
化
に
関
す

る
情
報
の
共
有
化
や
市
民
の
緑
化

推
進
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
を
図

り
、
協
働
と
連
携
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

計
画
案
は
市
役
所
一
階
市
民
情

報
ラ
ウ
ン
ジ
と
三
階
公
園
緑
地
課
、

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

長岡市緑の基本計画の「緑の目標」
目標年次 平成27年（2015年）

１ 緑地の確保目標

●市内の緑地を市域面積の60％に増やし
ます（現在は約57％）

●市民１人当たりの都市公園面積を22㎡
とします（平成13年度末現在では11.8㎡。
また、国が緑の政策大綱の中で示す長
期的な目標値は20㎡）

２ 緑化目標

●公共施設では、建物の周囲等において
敷地面積の30％の緑化を進めます

●地域で行う緑化活動として、身近な公
園等における緑化を市民が主体となっ
て進めます

●小・中学校の敷地は、児童・生徒たち
が主体となって緑化を進めます

長
岡
の
緑
を
ま
も
り
、
つ
く
り
、
そ
だ
て
る
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緑
は
私
た
ち
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
大
気
を
浄
化
し

て
地
球
環
境
を
保
護
し
た
り
、
そ
の
保
水
機
能
で
災
害
を
防
い
で
く
れ
た
り
す
る
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
そ
の
緑
を
守
り
、
生
か
す
た
め
の
指
針
と
な
る
「
長
岡
市
緑
の
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
緑
の
基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
で
検
討
を
重

ね
て
き
た
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。



養
護
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

を
放
課
後
に
一
時
預
か
る
事
業
を

始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
館
で
実
施
し
て

い
る
児
童
ク
ラ
ブ
と
同
様
に
、
保

護
者
が
共
働
き
な
ど
の
理
由
で
、

放
課
後
、
子
ど
も
を
介
護
す
る
こ

と
が
難
し
い
家
庭
を
支
援
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
県
内
の
市
町

村
で
は
初
の
試
み
で
す
。

放
課
後
の
校
舎
を
そ
の
ま
ま
利

用
す
る
の
が
特
徴
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
福
祉
施
設
な
ど
に
移
動
す

る
こ
と
な
く
、
指
導
員
が
見
守
る

中
で
、
自
由
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
保

護
者
の
一
人
は
「
放
課
後
、
預
か

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
間
に
仕
事
を

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

子
ど
も
と
は
、
よ
り
深
く
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
棚
橋
彩

子
さ
ん
は
「
私
た
ち
が
、
け
が
の

な
い
よ
う
に
見
守
っ
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、
放
課
後
の
ホ

ッ
ト
一
息
と
い
う
時
間
を
、
自
由

に
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
相
談
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５月10日から12日にかけて「首長連携によ
って日本を明るくしよう」というテーマのも
と、長岡市と柏崎市に全国の有志首長約70人
と、国・地方自治体職員など、総勢250人が集
まり、まちづくりについて熱心に意見交換を
行いました。

市民活動の拠点「ながおか市民センター」
が注目の的に

長岡を訪れた参加者は、開設後半年で12万
人の利用があった「ながおか市民センター」
を視察。民間施設を活用したセンターの運営
方法に、見学した首長は口々に「ほかに例が
ない」と話し、強い関心を寄せていました。

「現場主義」からの具体的な政策提言を

会議は、森市長の「地方自治の現場の声を
本音で語り合い、まちづくりのための政策提
言につなげていきましょう」というあいさつ
で始まり、北海道ニセコ町の逢坂誠二町長や
愛知県犬山市の石田芳弘市長など、独自の施

策でまちづくりを
進めている首長や、
文部科学省や財務
省などの省庁関係
者による講演が行
われました。
そのあと会場を

柏崎市に移し、市
町村合併や教育・
学校改革、医療と

福祉の連携など７つの部会に分かれ、白熱し
た議論が交わされました。
最後に、今回の交流会をきっかけに、現場

の声を生かした新しいまちづくりに向けて、
市町村や、省庁、:;<などが連携して、実践
的な研究会を立ち上げ、政策の提言などを行
っていくことを確認して、３日間の日程を終
えました。

今
月
は
、
四
月
二
十
五
日
に

開
催
さ
れ
た
第
三
回
長
岡
地
域

市
町
村
合
併
研
究
会
の
首
長
会

議
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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昨
年
十
二
月
の
研
究
会
発
足

以
来
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い
た
三
島
町
が
、
こ

の
会
議
で
正
式
参
加
を
表
明
し
、

全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

三
島
町
は
、
す
で
に
「
ご
み
」

や
「
し
尿
」
の
処
理
を
長
岡
市

と
共
同
で
行
う
協
力
関
係
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
九
月
に

同
町
が
行
っ
た
住
民
意
向
調
査

で
は
、
合
併
に
賛
成
す
る
世
帯

の
う
ち
、
八
四
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
が
長
岡
市
を
中
心
と
し
た
合

併
を
望
む
と
い
う
結
果
が
出
て

い
て
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
回
、
三
島
町
議
会
市
町
村

合
併
調
査
特
別
委
員
会
の
審
議

結
果
を
受
け
て
、
正
式
参
加
と

な
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会

の
構
成
は
正
式
に
八
市
町
村
に

な
り
ま
し
た
。

C
D
E
F
G
2
H
I
3
J
K
L

会
議
で
は
、
合
併
に
関
す
る

重
要
事
項
の
制
度
比
較
や
合
併

後
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
も
話

し
合
わ
れ
、
福
祉
や
環
境
な
ど

の
政
策
部
門
別
に
分
科
会
を
設

置
し
検
討
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
参
加
八
市
町
村
が

持
っ
て
い
る
文
化
や
特
色
な
ど

の
「
個
性
」
を
、
合
併
に
よ
っ

て
で
き
る
「
新
し
い
ま
ち
」
に

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か

の
検
討
を
始
め
る
ほ
か
、
長
岡

地
域
と
同
じ
く
人
口
三
十
万
人

規
模
で
、
す
で
に
法
律
に
基
づ

く
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
い

る
埼
玉
県
新
座
市
を
視
察
し
、

さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

機
能
訓
練
や
絵
画
、
囲
碁
将
棋
、

書
道
、
折
り
紙
、
パ
ソ
コ
ン
の
六

つ
の
種
目
で
、
自
立
の
た
め
の
訓

練
や
趣
味
の
創
作
方
法
を
、
訓
練

指
導
員
や
専
門
の
講
師
が
教
え
て

く
れ
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て

趣
味
の
ひ
と
時
を
楽
し
む

取
材
の
日
、
囲
碁
や
将
棋
で
楽

し
ん
で
い
た
参
加
者
か
ら
は
「
ま

ち
な
か
な
の
で
来
や
す
い
」「
も
っ

と
多
く
の
人
が
出
か
け
て
き
て
く

れ
れ
ば
対
戦
相
手
が
増
え
て
楽
し

め
る
と
思
う
」「
バ
ス
な
ど
を
利
用

し
て
大
勢
の
人
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
に
来
れ
ば

友
だ
ち
に
会
え
る

毎
週
土
曜
日
の
午
前
十

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

は
、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。障

害
の
あ
る
人
に
交
流
の
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
休
日
の
過

ご
し
方
や
日
常
生
活
で
の
悩
み
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
週
末
を
家
で
過

ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
人
た
ち
も
、

こ
こ
で
は
、
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ

に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
会
話
を
楽

し
ん
だ
り
し
て
生
き
生
き
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

手
話
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す

ほ
か
に
も
、
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
人
で
も
市
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
と
、
毎
週
金
曜

日
の
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
六
時

三
十
分
ま
で
、
一
階
の
市
民
ロ
ビ

ー
に
手
話
奉
仕
員
が
待
機
し
て
い

ま
す
。
手
続
き
な
ど
の
際
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

専
用
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
も

十
一
月
に
は
、
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
一
階
に
、
障
害
の
あ
る

人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
気
軽
に
集

ま
り
、
談
話
や
情
報
交
換
が
で
き

る
「
障
害
者
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
相
談
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な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
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身体障害者デイサービス
知的障害者デイサービス
はいずれも無料（材料費
は実費）です

詳しくはお問い合わせください。
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バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
便
が
よ
く
、
障
害

の
あ
る
人
で
も
立
ち
寄
り
や
す
い
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
新
た
な
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で

す
。
市
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
ま
ち
な
か
で
活
動
す
る
こ

と
で
、
生
活
の
幅
が
広
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
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「
ｅ
―
ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が

お
か
」
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に

小
・
中
学
校
で
幅
広
い
学
習
機

会
を
提
供
（
デ
ジ
タ
ル
教
材
の

活
用
、
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
学

校
間
の
交
流
、
遠
隔
授
業
な
ど
）

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
学
校
で
の
学

習
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
上
組
小
学
校
四
年
一
組
の

授
業
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

◇

◇

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
な
ど
を
学
ん

で
き
ま
し
た
が
、
今
日
初
め
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
な
映

像
教
材
を
見
ま
し
た
。

「
米
百
俵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
学
習
素
材
の
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ご

み
の
ゆ
く
え
」
を
選
ん
だ
子
ど

も
た
ち
は
、
画
面
上
に
突
然
、

ご
み
収
集
車
が
動
き
出
し
「
え

ー
。
す
ご
い
」
と
驚
き
の
声
を

上
げ
ま
し
た
。

「
器
械
運
動
（
鉄
棒
・
跳
び

箱
・
マ
ッ
ト
・
平
均
台
）」
を
選

ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、「
鉄
棒
の

技
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」「
跳
び

箱
の
飛
び
方
が
わ
か
っ
て
お
も

し
ろ
い
」「
ほ
か
の
子
が
運
動
し

て
い
る
の
を
見
る
っ
て
楽
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

担
任
の
水
口
正
則
先
生
は

「『
ｅ
―
ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お

か
』
で
超
高
速
通
信
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ
の
よ
う
に
、
画
面
い

っ
ぱ
い
に
映
し
出
さ
れ
る
き
れ

い
な
映
像
を
学
習
に
活
用
で
き
、

授
業
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
も
っ
と
い
ろ
い
ろ

な
も
の
に
興
味
を
持
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
ね
」
と
サ

ー
ビ
ス
実
現
へ
の
期
待
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

動
画
で
学
校
で
の
学
習
が
変
わ
る
d

子どもたちを育成する組織
をつないで、地域全体で子
どもを育てていきたい

今月は、ef�、子ども会、スポーツ少年団などの組
織をネットワークで結ぼうと活動している「長岡子ど
もネットワークをつくる会」の座長・吉井剛さんにお
話をうかがいました。

◇ ◇
－ネットワークを作ろうとした理由は？
長岡には、ef�、子ども会、スポーツ少年団など、
子どもの健全育成のための組織がたくさんあります。
でも、今までは別々に活動していたんです。横のつ

ながりを持てば、単独では出来ないことが実現できる
ようになるのではないかと考え「一緒に何かやってみ
ませんか」と声をかけて実現したのが「長岡子どもネ
ットワークをつくる会」です。

－イベントを企画しているそ
うですが
ええ。６月９日に「長岡ス

ポーツしようデー」を企画し
ています。「長岡スポーツしよ
うデー」は「長岡子どもネッ
トワーク」が行う最初のイベ
ントです。
－イベント企画のきっかけは？
今年から学校５日制が本格

実施され、子どもが家庭や地

域で過ごす時間が今まで以上に、大切なものになって
きています。
そこでサッカーのワールドカップ開催に合わせて、
スポーツや国際交流イベントを企画しようということ
になったんです。このイベントが親と子が向き合うき
っかけになってくれればと思っています。
６月９日は、ぜひ、親子で参加してください。

長岡スポーツしようデー
大手通りに家族みんなで集まって、スポーツを思い
っきり楽しみませんか。
日時＝６月９日�午後１時～３時
会場＝大手通り・歩行者天国、厚生会館
○サッカーコーナー（ガトウ専科前）
キックターゲットやアルビレックス新潟のサッカー
選手とのゲームができます。フェイスペインティン
グもあります。ボールのある人は持参してください。

○バスケットボールコーナー（大和長岡店前）
フリースローコンテストやミニ３
�３大会、新潟ア
ルビレックスの選手にチャレンジなどがあります。

○バレー＆ソフトバレーボールコーナー（厚生会館）
厚生会館大ホールでバレーボールやソフトバレーボ
ールが楽しめます。内履き靴を持参してください。

○国際交流イベント（ながおか市民センター１階・地
球広場（�３９・２７１４））
英語と日本語の紙芝居の実演やバンド演奏、アジア
ンカレーの試食などを行います。
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新
し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
る
こ
と
は
、
心
豊
か
で
充
実
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
大
き
な
手

助
け
に
な
る
も
の
で
す
。

で
も
、「
意
欲
は
あ
る
ん
だ
け
ど

何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
？
」
と

い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

生
涯
学
習
相
談
室
は
、
そ
ん
な

人
た
ち
の
相
談
に
応
じ
る
と
こ
ろ

で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
技
術
を
持

つ
「
ま
ち
の
先
生
」
や
趣
味
の
団

体
や
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
、
あ
な

た
の
「
学
び
」
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
「
先
生
」
や
「
サ
ー
ク
ル
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

運
営
は
市
民
の
手
で

相
談
室
の
運
営
は
、
市
民
が
自

ら
の
手
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

平
成
十
三
年
に
市
政
だ
よ
り
な
ど

を
通
じ
て
、
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
公
募
し
ま
し
た
。
そ

の
後
一
年
間
の
養
成
研
修
を
経
て
、

十
一
人
の
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
委
嘱
し
、
現
在
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
開
設
や
相
談
の

準
備
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
相
談

に
適
切
に
お
答
え
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
多
く
の
情
報
が
必
要
で
す
。

会
員
を
募
集
し
た
い
団
体
・
サ
ー

ク
ル
の
み
な
さ
ん
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
・
得
意
な
こ
と
を
教
え
る

「
ま
ち
の
先
生
」
に
な
り
た
い
と

い
う
方
は
、
生
涯
学
習
課
へ
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課

t
32
・
５
１
１
０
へ
ど
う
ぞ
。
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問い合わせ＝生涯学習課�３２・５１１０

い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
学
ぶ
」
楽
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
…
。

そ
ん
な
市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
学
び
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
こ
た
え
る
た
め
、
学
習
活

動
を
支
援
す
る
「
生
涯
学
習
相
談
室
」
を
７
月
に
開
設
し
ま
す
。

「
学
習
会
を
開
催
し
た
い
の
で
、
適
当
な
講
師
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」「
何
か
活
動
を
始
め

て
み
た
い
が
、
ど
ん
な
団
体
・
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
か
」
な
ど
の
相
談
に
お
答
え
し
、
市
内
の

講
座
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
指
導
者
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
情
報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

７
月
オ
ー
プ
ン
に
む
け
て
準
備
中
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a
b

今
年
は
10
号
96
連
発
。
み
ん

な
で
盛
大
に
打
ち
上
げ
ま
し
ょ

う
。

参
加
費
�
１
口
３
、０
０
０
円

（
１
人
１
口
以
上
、
何
口
で
も

可
）

申
込
締
切
�
６
月
28
日

c

申
込
方
法
�
〔
市
内
の
方
〕

最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
に
備

え
付
け
の
指
定
用
紙
に
よ
り
振

込
み
。
取
扱
金
融
機
関
は
北
越

銀
行
、
大
光
銀
行
、
第
四
銀
行
、

長
岡
信
用
金
庫
、
あ
さ
ひ
銀
行
、

富
山
第
一
銀
行
、
新
潟
県
信
用

組
合
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
商

工
組
合
中
央
金
庫
、
越
後
な
が

お
か
農
協
。〔
市
外
の
方
〕
電
話

で
長
岡
ま
つ
り
協
議
会
へ

特

典
�
協
賛
者
観
覧
席
券
（
２
日

・
３
日
共
通
券
）
２
枚
を
進
呈
。

ま
た
、
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選

で
ペ
ア
75
組
を
８
月
３
日
の
サ

ジ
キ
席
（
長
生
橋
サ
ジ
キ
組
合

提
供
）
に
ご
招
待
（
当
選
者
に

は
７
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。

�
d
e
f
�
�

�
�

結
婚
、
誕
生
、
米
寿
な
ど
の

お
祝
い
や
好
き
な
人
へ
の
想
い

を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
、
花
火

と
と
も
に
贈
り
ま
せ
ん
か
。

募
集
金
額
�
４
５
、０
０
０
円
〜

募
集
台
数
�
２
日
・
３
日
各
５

台
で
抽
選

対
象
�
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ

打
上
時
刻
�
両

日
と
も
午
後
９
時
10
分
こ
ろ
（
予

定
）

花
火
の
種
類
�
５
号
〜

10
号
（
尺
玉
）
を
金
額
の
範
囲

内
で
打
ち
上
げ
ま
す
。

メ
ッ

セ
ー
ジ
�
打
ち
上
げ
前
に
会
場

で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
読
み
上
げ

ま
す
。
ご
本
人
の
声
の
録
音
で

も
結
構
で
す
。

特
典
�
記
念

品
（
尺
玉
の
レ
プ
リ
カ
）
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

申
し
込
み
�
７
月

５
日
c
ま
で
に
長
岡
ま
つ
り
協

議
会
へ

�


�
�
�

職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー

マ
イ
ン
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

花
火
価
格
�
30
万
６
、０
０
０
円

〜

申
し
込
み
�
長
岡
ま
つ
り

協
議
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�


�
�


�

�
�
�
�
�

①
マ
ス
席

場
所
�
河
川
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト

料
金
�
１
マ
ス
（
１
８
０
×

１
８
０
㎝
・
定
員
４
〜
５
人
）

２
０
、０
０
０
円
、
半
マ
ス
（
１

８
０
×
90
㎝
・
定
員
２
人
）
１

１
、０
０
０
円

②
パ
ノ
ラ
マ
席
（
特
設
ス
タ
ン

ド
席
）

場
所
�
左
岸
堤
防
上

料
金
�

１
人
３
、０
０
０
円

※
左
上
の
「
パ
ノ
ラ
マ
席
の
新

設
に
つ
い
て
」
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

③
陸
上
競
技
場
ス
タ
ン
ド
席

料
金
�
１
人
２
、５
０
０
円

④
車
い
す
用
観
覧
席

場
所
�
大
手
大
橋
下
流
右
岸
運

動
公
園
ヘ
リ
ポ
ー
ト
周
辺
（
自

動
車
で
入
れ
ま
す
）

料
金
�

自
動
車
１
台
１
、０
０
０
円
（
駐

車
料
金
相
当
、
観
覧
席
料
は
無

料
）

申
し
込
み
�
①
〜
④
す
べ
て
７

月
16
日
�
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
岡
ま
つ
り
予
約
セ

ン
タ
ー
�
35
・
９
２
４
４
、
 
35

・
９
３
６
６
へ
（
受
付
は
平
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

で
先
着
順
）

パノラマ席の新設について

長岡まつり協議会では、昨年の明石市で
の花火大会事故を教訓に、堤防上の通路を
確保し、観覧場所の安全性を高めるため、
今年新たに左岸堤防上に階段状の有料観覧
席（パノラマ席）を設置します。
これに伴い、左岸堤防の一部にあった協
賛者観覧席を河川公園の野球場に移し、今
までの協賛者観覧席のエリアは一般観覧席
として開放します。なお、協賛者観覧席は
今までどおり午後７時に一般開放します。
皆様のご理解とご協力をお願いします。

各催し物の申し込み・問い合わせ先
!"#$%&'()*+,-"#./012
34567778 9456474:-;<=>.?@ABCD2
!"#EF)(G
3476:HII 94:6:HII-JKLMNOPOP2
!QR"#ST)(G
34:6IIU5 94:6I45H-VWXO874O8H2

この夏、代表作「長岡の花火」（貼絵）を中心に、
作品、遺品など100余点を一挙公開！
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開催期間＝７月23日�～８月７日t（月曜休館）
会場＝長岡市美術センター（中央図書館２階）
入場料＝500円（中学生以下無料） 前売券発売＝
６月17日uから 販売場所＝国際文化課（市役所
４階）、地球広場（市民センター１階） 問い合わ
せ＝国際文化課�３９・２２５１
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Â
Ý
Þ
ß
à
µ
´
Ì
Û
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á
â
ã
ä
å
ç
�
ä
è
é

�
ê
ë
ì
í
î

日
時
�
８
月
１
日
ï
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

場
所
�
柿
川
一
之
橋
お
よ
び
柿

川
橋
付
近

参
加
料
�
灯
ろ
う

１
個
１
、０
０
０
円
（
当
日
現
地

で
販
売
。
先
着
順
）

問
い
合

わ
せ
�
社ð
長
岡
青
年
会
議
所

ñ
ò
ä
ó
ô
�
õ
ö
÷

�
ø
ù
ú
û
ü
î

日
時
�
８
月
１
日
ï
午
後
８
時

40
分
〜
９
時
30
分
（
予
定
）

集
合
�
午
後
６
時
30
分
（
宝
田

公
園
）

練
習
開
始
�
午
後
７

時
40
分

対
象
�
18
歳
以
上
の

人

定
員
�
２
０
０
人
（
先
着

順
）

申
込
方
法
�
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
社ð
長
岡
青
年
会
議
所
へ

※
米
百
俵
ハ
ッ
ピ
先
着
無
料
貸

与
ç
ç
ý
õ
þ
ÿ

�


ff
�
�
�
�

û
ü
î

期
日
�
８
月
１
日
ï

集
合
時

間
�
午
後
２
時
と
午
後
６
時

対
象
�
18
歳
以
上
の
人

申
し

込
み
�
大
手
通
商
店
街
振
興
組

合
事
務
局
�
30
・
５
５
９
０
ま

た
は
㈱
日
本
旅
行
長
岡
支
店
・

平
岡
さ
ん
�
39
・
６
１
１
１

※
大
手
通
り
の
ハ
ッ
ピ
を
お
貸

し
し
ま
す
。

�
ö
�
ä
�
�
	



�


�
a
í
î

日
時
�
８
月
１
日
ï
午
後
７
時

〜
８
時
20
分
（
予
定
）

参
加

料
�
無
料

申
し
込
み
�
６
月

21
日
c
ま
で
に
長
岡
商
工
会
議

所
へb

c
d
e
f
�
ö
�
�
�

�


�
�

�
�
�
e
�

日
時
�
８
月
３
日
�
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
３
時

場
所
�
す

ず
ら
ん
通
り
エ
リ
ア

出
店
料

�
１
マ
ス
（
約
３
ｍ
×
１
・
８

ｍ
）
５
０
０
円
（
先
着
１
０
０

マ
ス
）

申
込
締
切
�
７
月
31

日
t

申
し
込
み
�
す
ず
ら
ん

通
り
商
店
街
事
務
局
・
大
矢
さ

ん
�
32
・
２
４
８
０
（
平
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

※
８
月
２
日
昼
行
事
は

内
容
一
新
！

例
年
８
月
２
日
に
行
わ
れ
て

い
た
「
武
者
行
列
」
は
、
10
月

５
日
�
に
「
米
百
俵
ま
つ
り
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
８
月
２
日
の
昼
行
事

は
、
今
年
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
と
し
て
だ
れ
も
が
楽
し
め

る
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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日
時
�
７
月
６
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

前

講
師
�
市
政
だ
よ
り
「
園

芸
教
室
」
担
当
・
小
林
正
夫
さ

ん

定
員
�
30
人

参
加
料
�

１
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
７

月
３
日
�
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
６
月
15
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
（
雨
天
時
の

問
い
合
せ
�
29
・
５
７
５
７
）

会
場
�
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の

森
花
の
広
場

持
ち
物
�
移
植

ご
て

�
�
�
 
!
"
#
�
$
%
�

&
'
(
�
)
(
�

摘
み
た
て
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で

香
り
の
小
物
づ
く
り
が
楽
し
め

ま
す
。

日
時
�
６
月
22
日
�
午
後
２
時

〜
４
時

会
場
�
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
�

花
切
り
ば
さ
み
ま
た
は
せ
ん
定

ば
さ
み

参
加
料
�
１
、０
０
０

円

申
し
込
み
�
６
月
18
日
�

ま
で

�
&
'
(
*
+
,
-
(

日
時
�
６
月
26
日
�
・
27
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場

�
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ

ー

持
ち
物
�
エ
プ
ロ
ン
、
昼

食

参
加
料
�
２
０
０
円

定

員
�
20
人

申
し
込
み
�
６
月

11
日
�
午
前
９
時
か
ら

.
/
0
1
2
3
4
5
6
7

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
７
月
６
日
�
午
前
９
時

〜
11
時

会
場
�
長
岡
東
山
ふ

る
さ
と
体
験
農
園
（
鉢
伏
町
）

内
容
�
秋
野
菜
の
植
え
付
け
と

管
理
、
夏
野
菜
の
病
害
虫
診
断

（
病
害
、
虫
害
な
ど
の
サ
ン
プ

ル
が
あ
っ
た
ら
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）

8
9
:
;
<
7
=
>
�
?

@
A
7
�
�
�
�

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
�
７
月
13
日
�
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

会
場
�
中
央
図

書
館
講
堂

内
容
�
講
演
会
、

人
権
啓
発
映
画
上
映

申
し
込

み
�
７
月
１
日
�
ま
で

BC

D
38
・
０
４
５
６
へ

E�
F
G
f
�
�
H

I
�
>
J
K
�

L
M
N
5
6
7
�
�
�
�

「
南
高
梅
」
を
使
っ
た
や
わ
ら
か
く

て
お
い
し
い
梅
干
つ
く
り
の
講
習
会

で
す
（
梅
ご
は
ん
の
試
食
会
も
あ
り

ま
す
）。

日
時
�
６
月
22
日
�
①
午
後
１
時
〜

２
時
30
分
②
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
２
会
議
室

定
員
�
各
50
人

持

ち
物
�
筆
記
用
具

□O
長
岡
中
央
青

果
株
式
会
社
�
46
・
７
３
１
７
、
�

46
・
７
０
１
６

E
P
 
Q
�
R
B
S
T
U
5
V

日
時
�
６
月
23
日
	
午
後
２
時
〜
５

時

会
場
�
西
千
手
公
民
館

対
象

�
簡
単
な
楽
譜
の
読
め
る
人

定
員

�
11
人

参
加
料
�
７
０
０
円
（
楽

譜
代
な
ど
）

□O
６
月
16
日
	
ま
で

に
ベ
ル
フ
ィ
ー
ル
・
早
川
さ
ん
�
・�

36
・
９
２
１
０（
多
数
の
場
合
抽
選
）

W
X
Y
Z
[�

\]
^
_
_
`
g

h
\]
^
_
_
i
g

�
j
k
l
"
m
n
Q

里
山
の
自
然
を
中
心
に
公
園

内
を
案
内
し
ま
す
。

日
時
�
６
月
８
日
o
午
前
10
時

〜
正
午

講
師
�
飯
塚
克
身
越

後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

集
合
�
午
前
10
時
ま
で
に
暖
の

館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

�
p
q
5
6
7

�
r
s
"
%
t
4

�
�
�
�

日
時
�
６
月
９
日
u
午
前
10
時

〜
正
午

受
付
�
午
前
９
時
45

分
か
ら
暖
の
館
に
て

定
員
�

30
人

持
ち
物
�
せ
ん
定
ば
さ

み
・
革
手
袋（
貸
出
あ
り
）
内

容
�
講
習
と
実
地
作
業

指
導

�
新
潟
ば
ら
会

.
l
v
w
#
x
R
$
T
U
�
�

日
時
�
６
月
９
日
u
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
随
時

受
付
）

会
場
�
銀
河
の
丘
周

辺

y
$
z
{
r
s
P
"
|
}
v
"

公
園
内
で
と
れ
た
フ
レ
ッ
シ

ュ
ハ
ー
ブ
で
午
後
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
６
月
９
日
u
・
23
日
u

午
後
２
時
〜
４
時

参
加
料
�

２
０
０
円

会
場
�
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
（
雨
天
時
は

暖
の
館
）

~
k
{
�
"
�
{
�
"

,
-
(

公
園
内
で
と
れ
た
ハ
ー
ブ
類

で
小
さ
な
香
り
の
花
束
を
作
り

ま
す
。

日
時
�
６
月
16
日
u
午
後
２
時

〜
３
時

参
加
料
�
２
０
０
円

会
場
�
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

デ
ン
（
雨
天
時
は
暖
の
館
）

�
�
�
�
X

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
�
６
月
30
日
u
ま
で

時

間
�
午
後
６
時
30
分
開
場
（
雨

天
中
止
）

集
合
�
雪
国
植
物

園
東
口

内
容
�
ホ
タ
ル
の
生

態
説
明
（
午
後
７
時
か
ら
）、
ホ

タ
ル
の
鑑
賞
（
午
後
７
時
20
分

〜
８
時
15
分
）

入
園
料
�
大
人

（
高
校
生
以
上
）

３
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
�
雪
国
植
物
園
�

46
・
０
０
３
０

�
�
�
�
�
�
W
X
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
W
X
�
�
�
�
�
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^
£
g
g
¤
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Ë
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Ì
g
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Î
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Ð
[�

\Ñ
^
Ë
¤
¤
g

�
Ò
Ó
Ô
�
Õ
Ö
H
7

日
時
�
６
月
23
日
	
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
�
柿
町
周
辺

集
合
�
「
柿
」

バ
ス
停
前

対
象
�
小
学
生
〜

一
般

参
加
料
�
50
円

持
ち

物
�
筆
記
用
具
、
観
察
用
具

申
し
込
み
�
６
月
20
日
�
ま
で

�
5
V
�
9
:
�
×
Ø



新
潟
県
と
長
岡
の
「
山
の
神
」

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日
時
�
６
月
23
日
	
午
後
２
時

〜
午
後
３
時
30
分

会
場
�
中

央
公
民
館
３
０
２
教
室

持
ち

物
�
筆
記
用
具

申
し
込
み
�

６
月
20
日
�
ま
で

.
Ù
Ú
Û
Ü
�

Ý
a
�
Þ
-
H
7

日
時
�
６
月
30
日
	
午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
小
雨
決
行
）
会

場
�
藤
橋
歴
史
の
広
場
（
ふ
じ

は
し
歴
史
館
前
）

対
象
�
小

学
生
〜
一
般
（
小
学
４
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
）

参
加

料
�
７
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物
�
昼
食
、
水
筒
、
軍
手
、

使
い
古
し
た
タ
オ
ル
ま
た
は
ぞ

う
き
ん

申
し
込
み
�
６
月
27

日
�
ま
で

8
ß
f
à
�
;
×
á
�

â
ã
ä
"
å
�
ç
H
e
�
è

é
Þ
N
ê
ë
å

体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、

環
境
を
守
る
行
動
に
つ
な
げ
る

た
め
の
講
座
で
す
。

時
間
�
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
半
日
単
位
の
申
し
込
み
も
可
）

会
場
�
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー（
寿

ご
み
焼
却
施
設
）ほ
か

定
員
�

40
人

申
し
込
み
�
６
月
14
日



ま
で

8
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�
ó
ô

長
岡
の
歴
史
、
観
光
資
源
、

物
産
な
ど
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
れ
１
冊
で
あ

な
た
も
長
岡
の
案
内
人
に
な
れ

ま
す
。

頒
布
価
格
�
１
、０
０
０
円

販

売
場
所
�
市
内
の
書
店
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

8
õ
ö
÷ø
ù
ú
û
ü

�
ý
þ
ÿ
ff
7

小
・
中
・
高
校
の
来
年
度
使

用
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
�
６
月
18
日
�
〜
７
月
６

日
�
（
日
曜
を
除
く
）

時
間

�
平
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
曜
…
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
�
教
育
セ
ン
タ
ー

市
民
の
み
な
さ
ん
な
ど
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
情
報
を
「
催
し
」「
ス
ポ
ー
ツ
」

「
く
ら
し
」「
健
康
」
の
４
つ
の
項
目

に
分
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

E
$
�
ã
�
w
%

�
�
 
â
�
 
�
�
�
5
V

女
性
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。

日
時
�
６
月
16
日
	
〜
８
月
４
日
	

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
計
５

回
）

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン

タ
ー
・
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

内
容
�

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

基
礎
ほ
か

参
加
料
�
５
、０
０
０
円

定
員
�
30
人

□O
６
月
10
日
�
ま
で

に
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が
お
か
�
・

B	
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日
時
�
７
月
３
日
M
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
（
午
後
６
時
開
場
）

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー

講
師
�
俳
優
、

脚
本
家
・
高
見
映
さ
ん

演
題
�
「
ノ
ッ
ポ
流
子
ど

も
と
の
付
き
合
い
方
」

定
員
�
４
５
０
人

入
場
整
理
券
が
必
要
で

す
。
市
役
所
１
階
案
内
所
、

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
�
青
少
年
育
成
課

�
32
・
０
５
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

NO2N486O ＠
123456-7-8,-56227-

3-59:P
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�
S

T
U
V
W
X

更
生
保
護
の
日
に
合
わ
せ
、

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て

る
た
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
と
す
る
よ
う
街
頭
か
ら
呼

び
か
け
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
�
７
月
１
日
Y
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所
�
大
手
通

り

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
地
区

保
護
司
会
内
事
務
局
�
36
・
４
３

３
３
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８
長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
�

39
・
１
９
０
３
に
は
が
き
、
�
39
・

９
５
６
６
、
Ｅ
メ
ー
ル��

��
�
�
� ＠

�
�
�
�
�	
�
�
�
�
a�
bacd

で

e
f
�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

厚
生
労
働
省
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

基
づ
く
「
手
書
き
」「
パ
ソ
コ
ン
」
の

基
礎
過
程
で
す
。

日
時
�
７
月
７
日
�
・
14
日
�
・
28

日
�
、
８
月
18
日
�
・
25
日
�
、
９

月
８
日
�
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

会
場
�
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

参
加
料
�
１
、０
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
）

コ
ー
ス
と
定
員

�
①
手
書
き
要
約
筆
記
コ
ー
ス
…
30

人
、
②
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
…
10
人

□�
６
月
20
日
�
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
手
書
き
コ
ー

ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
の
ど
ち
ら
か

を
記
入
し
、
〒
９
５
０
―
０
１
２
１

中
蒲
原
郡
亀
田
町
向
陽
１
の
９
の
１

新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
内
新
潟
県
聴
覚

障
害
者
協
会
へ

□�
新
潟
県
聴
覚
障

害
者
協
会
�
０
２
５
・
３
８
１
・
１
９

５
６
、
�
０
２
５
・
３
８
１
・
４
６
９

９e
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"
#
$
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�
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,
-
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/
0
1
2
3

日
時
�
７
月
６
日
�
・
13
日
�
の
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
、
３
時
15
分
〜

５
時
15
分

会
場
�
長
岡
技
術
科
学

大
学
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

受
講
料
�
５
、８
０
０
円

定
員
�
50

人

□�
６
月
５
日
�
〜
７
月
２
日
�

に
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
２
１
８

８
上
富
岡
町
１
６
０
３
の
１
長
岡
技

術
科
学
大
学
研
究
協
力
課
�
47
・
９

２
７
８
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

45

6
7
8
9
:
;
<

=�
>>d
?
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	C
D

E
F
G
H
9
I
J
K
L
M
N
F
O
P

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
毎
日
午
前

10
時
〜
午
後
11
時
30
分
、
利
用

で
き
ま
す
（
年
末
年
始
は
除
く
）。

Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
.
Z
[

\
]
.
^
_

期
間
�
ス
タ
ジ
オ
…
３
カ
月
、

ホ
ー
ル
ほ
か
…
１
年
間

Q
V
W
X
Y
.
`
g
�
h
i
j

k
l
m
n

対
象
�
利
用
者
登
録
済
の
個
人

・
団
体
（
登
録
し
た
目
的
で
使

用
の
場
合
）

o
p
q
r
s
t
u
v
w

x
y
z
Y
{

|
S
T

}
~
�

�
}
�
�
�
~
�

)
�
�

�
�

�
.
�
�
�
�
�

�
3

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
仲
道
郁
代
さ

ん
が
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
と
ス
ラ

イ
ド
に
よ
り
映
し
出
さ
れ
た
可

愛
ら
し
い
絵
に
、
お
話
を
ミ
ッ

ク
ス
し
、
子
ど
も
も
大
人
も
幻

想
的
な
世
界
に
誘
い
ま
す
。

日
時
�
６
月
16
日
�
午
後
２
時

か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料

金
�
一
般
１
、０
０
０
円
、
４
歳

〜
中
学
生
５
０
０
円
（
当
日
各

２
０
０
円
増
）

o
�
�
�
�
�
�
�
�
�
w

x
)
�
�
�
}
�
�
�
.
�
3

�
�
 
S
¡
l
¢
n
£
¤

¥
,

８
月
17
日
�
に
開
催
す
る
夏

休
み
特
別
企
画
「
リ
リ
ッ
ク
あ

そ
び
の
国
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

全
館
を
開
放
し
た
無
料
の
イ

ベ
ン
ト
と
ラ
ス
ト
を
飾
る
「
月

猫
え
ほ
ん
音
楽
会
」
な
ど
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
催
し
で
す
。

ま
た
、
要
ら
な
く
な
っ
た
絵

本
を
集
め
て
い
ま
す
。
お
持
ち

の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
間
�
６
月
初
旬
か
ら
（
①
準

備
作
業
の
み
②
当
日
の
み
③
準

備
作
業
と
当
日
の
３
つ
か
ら
）

¦
§
¨
©
ª
¥
«
¬
­

日
時
�
８
月
17
日
�
午
後
４
時

か
ら

入
場
料
�
１
、０
０
０
円

（
６
月
８
日
チ
ケ
ッ
ト
発
売
）

４
歳
未
満
の
子
ど
も
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

o
®
æ
¯
�
�
w

°
±
²
³
�
�
´
µ
S
V

¶
[
·
�
¸
¹
º

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
�
７
月
21
日

�
レ
ッ
ス
ン
（
非
公
開
）
�

９
月
23
日
祝»

公
演
�
10
月
13

日
�
会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル

応
募
資
格
�
15
歳
〜
お
お

む
ね
30
歳

参
加
料
�
５
、０
０

０
円

申
し
込
み
�
６
月
20
日

�
ま
で

¼
½
¾
¿
�
�
´
µ
S
V

¶
[
·
�
À
Á

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
�
９
月
６
日



公
開
レ
ッ
ス
ン
�
９
月
７

日
�
公
演
�
９
月
14
日
�

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

応

募
資
格
�
お
お
む
ね
18
歳
〜
35

歳

参
加
料
�
５
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
７
月
31
日
�

o
Â
Ã
¯
�
�
w

°
Ä
.
Å
Æ
{
Ç
�
È
É
ÊË
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普
段
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
い
る

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
、
本
来
の
楽

器
で
あ
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
で
演
奏

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
習
会
�
７
月
14
日
�
か
ら
週

末
を
中
心
に
計
４
回

発
表
会

�
９
月
１
日
�
（
入
場
無
料
・

要
整
理
券
）

講
師
�
八
百
板

正
己
さ
ん

受
講
料
�
５
、０
０

０
円

定
員
�
15
人
程
度

申

し
込
み
�
６
月
30
日
�
ま
で

¼
¹
{
�
{
×
T
Ø
�
�
�
}

Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
カ
ル
テ
ッ
ト
メ
ン

バ
ー
指
導
に
よ
る
弦
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
講
習
会
を
経
て
、
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
や
、

市
内
で
の
出
張
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

指
導
�
大
関
博
明
さ
ん
、
市
坪

俊
彦
さ
ん
、
林
俊
昭
さ
ん

講

習
会
�
計
６
回
・
12
日
間
（
初

回
は
８
月
10
日
�
・
11
日
�
）

演
奏
会
�
平
成
15
年
１
月
13
日

祝»

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
お
よ
び

ス
タ
ジ
オ

対
象
�
小
学
校
５

年
生
以
上
の
経
験
者

申
し
込

み
�
７
月
22
日
�
ま
で

Ù
�
Æ
Ú
}
V
¸
¹
Û
Ü
Ý
Þ

)
ß
Æ
z
V
.
à
á
3

高
校
生
を
対
象
と
し
た
演
劇

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
俳

優
で
演
出
家
の
上
杉
祥
三
さ
ん

を
講
師
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
を
題

材
と
し
て
本
格
的
な
演
技
を
学

び
ま
す
。
最
終
日
に
は
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
で
発
表

公
演
を
行
い
ま
す
。

稽
古
日
�
８
月
10
日
�
か
ら
週

末
を
中
心
に
計
16
回

発
表
公

演
�
９
月
23
日
祝»

会
場
�
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
お

よ
び
ス
タ
ジ
オ

申
し
込
み
�

７
月
31
日
�
ま
で

â
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a
3

日
時
�
６
月
29
日
�
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

講

師
�
21
世
紀
母
親
研
究
所
上
級
教
育

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
坂
本
州
子
さ
ん

参
加
料
�
２
、０
０
０
円
（
講
演
会
後

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
講
座

に
も
参
加
の
場
合
は
４
、５
０
０
円
）

定
員
�
50
人

□�
五
十
嵐
淳
至
さ
ん

�
63
・
４
２
６
６
（
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
）

e
±
²
³
¸
¹
º
'
(
�
�

)
¸
¹
º
Ý
e
.
f
�
h
�
�
3

日
時
�
６
月
30
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
�
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

受

講
料
�
２
、０
０
０
円

持
ち
物
�
「
Ｍ

ｉ
ｙ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ピ
ア
ノ
・
メ
ソ
ー
ド

第
５
巻
」（
当
日
販
売
あ
り
１
、５
０

０
円
）

□�
長
岡
音
楽
指
導
者
の
会

・
芳
野
さ
ん
�
33
・
１
１
８
８

e


#
�
�
�
�
)
§
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�
�
�
�

�
.
�
*
�
+
3�
�
�
�

直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

日
時
�
６
月
29
日
�
午
後
２
時
か
ら

講
師
�
宮
下
東
子
県
立
近
代
美
術
館

主
任
学
芸
員

会
場
・
□�
県
立
近
代

美
術
館
�
28
・
４
１
１
２

e
 
!
&
%
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3

日
時
�
６
月
29
日
�
〜
７
月
27
日
�

の
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
�
長
岡
大
学

講
師
�
長
岡
大

学
教
授
・
定
方
昭
夫
さ
ん

受
講
料

�
４
、０
０
０
円

定
員
�
30
人

□�

〒
９
４
０
―
０
８
２
８
御
山
町
80
の
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時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、

平
日
・
土
曜
日
が
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
日
曜
・
祝
日
が
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

ち
び
っ
こ
広
場

�
39
・
２
７
７
５

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
利
用
を

一
部
制
限
す
る
場
合
あ
り
。

°
£
U
V
Ø
£
U
V
W
X
Y
¥

.)
W
Z
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ま
じ
ょ
・
ま
じ
ょ
お
ば
さ
ん

と
一
緒
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
6
月
18
日
�
午
前
11
時

か
ら

¼
_
`
£
�
g

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
使
っ

た
手
作
り
楽
器
の
ミ
ニ
演
奏
会

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
親
子

で
七
夕
か
ざ
り
も
作
り
ま
す
。

日
時
�
７
月
４
日
�
午
前
11
時

か
ら

Ù
�
�
h
*
W
Ú
�

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
�
6
月
12
日
�
・
19
日
�

・
26
日
�
の
午
前
10
時
45
分
か

ら
（
15
分
程
度
）

i
j
k
l
m

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分６

月
13
日
は
虫
歯
予
防
の
ミ

ニ
講
習
会
（
30
分
程
度
）
あ
り
。

ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球

広
場
」
�
39
・
２
７
１
４

x
n
o
S
¡
p
S
V
Ø

q
r
S
}
�
�
�
s
t

姉
妹
都
市
提
携
15
周
年
を
記

念
し
地
球
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

期
間
�
６
月
９
日
�
〜
24
日
�

内
容
�
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
の
美

術
館
の
ポ
ス
タ
ー
約
50
点
の
展

示（
16
日
�
ま
で
）、カ
ウ
ボ
ー
イ

ハ
ッ
ト
・
ブ
ー
ツ
の
展
示
な
ど

【
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
】

日
時
�
６
月
15
日
�
午
後
１
時

〜
３
時

内
容
�
テ
キ
サ
ス
の

言
葉
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
文
化
紹

介
、
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
中
学

生
・
高
校
生
グ
ル
ー
プ
と
の
楽

し
い
ゲ
ー
ム
や
交
流
、
テ
キ
サ

ス
の
食
べ
物
の
試
食
な
ど

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

°
n
o
S
¡
p
S
V
Ø

q
Ú
S
}
 
V
W
S
�

期
間
�
６
月
５
日
�
〜
16
日
�

¼
�
u
v
S
w
�
}
V
�

�
Ú
{
x
�
¹
}
~
n
¡
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�
y
�

期
間
�
６
月
19
日
�
〜
24
日
�

Ù
z
{
á
|
�

期
間
�
６
月
26
日
�
〜
７
月
１

日
�i}

~�
ÊË
�
}
Ê�
�

�
�
�

Ú
~
V
¡
�
S
�
�
{

�
�
.
�
y
�

期
間
�
７
月
３
日
�
〜
７
月
15

日
�そ

の
他
の
催
し

°
�
È
�
�
�

j
k
Ö
S
�
S
�
�
�
�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
�
６
月
10
日
�
・
26
日
�

・
28
日


、
７
月
１
日
�
・
８

日
�
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
�
市
民
セ
ン
タ
ー
（
６
月

10
日
・
28
日
、
７
月
１
日
・
８

日
…
３
０
２
会
議
室
、
６
月
26

日
…
２
０
４
会
議
室
）

相
談

員
�
長
岡
市
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
（
６
月
10
日
・

26
日
、
７
月
１
日
）、
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
（
６
月
28
日
、
７
月

８
日
）

¼
)
^
.
�
.
�
Y
�
W
3
�

�
¢
�
�
t

白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
丹
後

光
祐
く
ん
が
育
て
た
「
い
の
ち

の
あ
さ
が
お
」
の
苗
を
植
え
ま

す
。
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

日
時
�
６
月
９
日
�
午
前
11
時

〜
正
午

会
場
�
市
民
セ
ン
タ

ー
正
面
入
口
前
歩
道

Ù
�
Ä
�
�
[
�
h
�
�
.

�
�
�

期
間
�
６
月
12
日
�
〜
30
日
�

会
場
�
２
階
ロ
ビ
ー

i
_
`
�
�
�
�
�
�
U

�
�
�
�
�

７
月
１
日
�
〜
７
日
�
の
期

間
中
、
七
夕
に
あ
わ
せ
た
展
示

を
行
い
ま
す
。
七
夕
に
関
す
る

作
品
や
資
料
を
お
持
ち
の
人
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
�
39
・

２
７
６
３
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
32
・
０
０
２
２

x
�
-
l
.
�
�
�
�
�
�

)
W
�
.
�
^
�
^
�
3

日
時
�
６
月
27
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場
�
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
２
０
２

会
議
室

定
員
�
30
人

講
師

�
全
国
優
良
石
材
店
の
会
本
部

事
務
局
長
・
山
 
正
子
さ
ん
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ン
て
ん
し

お
に
の
た
い
こ
」

�
�
�
�
�
�
�
�
	


a
b

９
月
15
日
祝c
ま
で
「
ゴ
ン
の

夏
休
み
―
茂
助
と
キ
ツ
ネ
の
親

子
」
を
投
映
し
ま
す
。

d
e
f
�
	
�


�
�
�

日
時
�
６
月
12
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
中
央
図

書
館
講
座
室
１

内
容
�
Ｓ
・

マ
ク
ブ
ラ
ッ
ト
ニ
ィ
作
、
Ａ
・

ジ
ェ
ラ
ー
ム
絵
「
ど
ん
な
に
き

み
が
す
き
だ
か
あ
て
て
ご
ら
ん
」

�
�
�
	
�
f
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
そ
。

日
時
�
６
月
28
日
�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

内
容
�
山
本
一

力
著
「
あ
か
ね
空
」

会
場
�

互
尊
文
庫

�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
 

日
時
�
７
月
３
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
中
央
図

書
館
講
座
室
１

講
師
�
当
館

職
員

定
員
�
40
人

申
し
込

み
�
電
話
ま
た
は
中
央
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
で

!
"
#
�
�
�
�
�

直
接
会
場
へ
ど
う
そ
。

日
時
と
内
容
�
①
６
月
18
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
50
分
…
「
或

る
夜
の
出
来
事
」（
１
９
３
４
年

ア
メ
リ
カ
）
②
７
月
６
日
�
午

後
２
時
〜
４
時
20
分
…
「
オ
ブ

ロ
ー
モ
フ
の
生
涯
よ
り
」（
１
９

７
９
年
ソ
連
）

会
場
�
中
央

図
書
館
講
堂

d
$
%
&
'
(
)
�
 

長
岡
ま
つ
り
前
夜
祭
を
み
ん

な
で
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
練
習
…
７
月
19
日
�
・

23
日
�
・
25
日
�
・
30
日
�
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
、
本

番
…
８
月
１
日
�
午
後
５
時
〜

９
時

会
場
�
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

内
容
�
長
岡
甚
句
と

大
花
火
音
頭
の
踊
り
方
、
浴
衣

の
着
付
講
習
、
長
岡
ま
つ
り
前

夜
祭
民
踊
流
し
参
加
体
験

定

員
�
80
人

参
加
料
�
２
、０
０

０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
�

運
動
靴
、
タ
オ
ル
な
ど

申
し

込
み
�
７
月

18
日
�
ま
で

�
*
'
+
,
-
.
/

お
も
い
っ
き
り
ラ
ベ
ン
ダ
ー

に
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
�
６
月
21
日
・
28
日
、
７

月
５
日
・
12
日
の
金
曜
日
（
計

４
回
）
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

会
場
�
中
央
公
民
館
工
作
室
ほ

か

定
員
�
30
人

材
料
費
�

６
、０
０
０
円

持
ち
物
�
テ
ィ

ー
カ
ッ
プ
・
軍
手
・
工
作
用
は

さ
み
な
ど

申
し
込
み
�
６
月

10
日
�
か
ら
電
話
で

加
料
１
、０
０
０
円
）
□0
古
志
の
里

フ
ァ
ー
ム
�
22
・
１
５
４
７

1
2
3
4
	
5
6
7
8
9
	
:
;
�

日
時
�
６
月
16
日
	
午
前
９
時
か
ら

（
受
付
は
８
時
30
分
か
ら
・
雨
天
決

行
）

会
場
�
信
濃
町
地
内

集
合

�
国
土
交
通
省
信
濃
川
工
事
事
務
所

駐
車
場（
信
濃
１
）
参
加
料
�
８
０

０
円（
保
険
料
・
資
料
代
）
□<
北
村

さ
ん
�
36
・
４
６
２
６
、


36
・
４

６
５
６
、
Ｅ
メ
ー
ル=>?

@=A ＠
B
C=DE

B
FEGH

1
I
J
K
L
M
�
N
O
P
Q
"
�

日
時
�
７
月
４
日
�
午
後
７
時
〜
９

時

会
場
�
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

入
場
料
（
前
売
）
�
大
人
１
、０
０
０

円
（
当
日
５
０
０
円
増
）、
中
学
生
以

下
７
０
０
円
（
当
日
３
０
０
円
増
）

□0
長
岡
商
工
会
議
所
�
32
・
４
５
０
０

1
R
S
T
U
P
V
W
X
Y
�

１
チ
ー
ム
７
人
の
団
体
戦
で
す
（
必

ず
級
位
者
２
人
以
上
含
む
こ
と
）。

日
時
�
７
月
７
日
	
午
前
９
時
か
ら

会
場
�
北
越
銀
行
大
ホ
ー
ル

参
加

料
�
１
チ
ー
ム
１
４
、０
０
０
円

□<

６
月
30
日
	
ま
で
に
日
本
棋
院
長
岡

支
部
・
小
方
さ
ん
�
・

35
・
４
３
０

５
へ

□0
星
さ
ん
�
・

35
・
４
５
２

２1
R
S
Z
P
[
\
.
]
�
.
^
.

_
P
`
g
\
O
h
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i
j
k
l

入
賞
作
品
は
９
月
５
日
〜
８
日
の

長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭
で
上
映
し
ま
す
。

応
募
方
法
�
７
月
６
日
�
ま
で
に
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
と
一
緒
に
〒
９
４
０
―
０
０
６

５
坂
之
上
町
２
の
１
の
１
長
岡
商
工

会
議
所
第
７
回
長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭

あ
て
に
送
付

□0
長
岡
商
工
会
議
所

内
事
務
局
（
市
民
映
画
館
を
つ
く
る

会
）
�
32
・
４
５
０
０

mn

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

日
時
�
６
月
15
日
o
午
後
２
時

〜
４
時
30
分

会
場
�
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

〔
第
６
回
米
百
俵
賞
贈
呈
式
〕

・
米
百
俵
賞
受
賞
者
…

村
上
一
枝
さ
ん

・
米
百
俵
賞
特
別
賞
受
賞

者
…
相
馬
英
夫
さ
ん

・
選
評
…
草
柳
大
蔵
さ
ん

（
評
論
家
）

〔
講
演
会
〕

演
題
�
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
よ
う

講
師
�
小
山
内
美
江

子
さ
ん（「
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
」

な
ど
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
）

「
ホ
ー
ム
・
ス
イ
ー
ト
ホ
ー

ム
」
は
、
高
齢
者
を
抱
え
る
家

庭
が
崩
壊
の
危
機
を
迎
え
な
が

ら
も
、
明
る
く
再
生
し
て
い
く

様
子
を
描
き
、
高
齢
社
会
や
介

護
の
あ
り
方
な
ど
に
多
く
の
問

題
提
起
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
時
�
７
月
13
日
o
午
後

１
時
30
分
か
ら

会
場
�

市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

入

場
料
�
１
、０
０
０
円

チ

ケ
ッ
ト
販
売
�
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
、
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
２

階
福
祉
総
務
課
、
市
役
所
４
階

国
際
文
化
課
、
市
内
レ
コ
ー
ド

店
ほ
か

問
い
合
わ
せ
�
福
祉

総
務
課
�
39
・
２
２
１
７
、
国

際
文
化
課
�
39
・
２
２
５
１
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
�

33
・
５
２
０
０
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楽
し
く
英
会
話
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

日
時
�
６
月
17
日
〜
８
月
19
日

の
毎
週
月
曜
日
（
計
10
回
）
午

後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

対
象
�
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人

定
員
�
30
人

受
講
料
�

１
、０
０
０
円

講
師
�
シ
ャ
ロ

ン
・
シ
ア
ン
タ
ー
さ
ん

申
し

込
み
�
６
月
10
日
�
ま
で

�
-
.
Ò
Ó
Ô
^
Õ
.
O
h
P





Ö
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Ø
Ù
Í
�

ハ
ー
ト
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（
働
く
若
者
の
悩
み
ご
と
相
談
）

で
は
若
者
の
職
業
上
、
生
活
上

の
悩
み
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

昨
年
度
の
相
談
者
は
の
べ
92

人
、
利
用
率
は
66
・
７
％
で
し

た
。相

談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
�
毎
週
水
曜
日
（
第
５

水
曜
日
除
く
）

場
所
�
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

時
間
�
午
後

６
時
〜
９
時

対
象
�
お
お
む

ね
30
歳
以
下
の
勤
労
青
少
年

担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
�
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
中
村
容
子
さ
ん

d
e
f
�
Ú
Û
_
P
Ð
Ñ

期
日
と
回
数
�
６
月
コ
ー
ス
…

６
月
８
日
�
・
９
日
	
・
15
日

�
・
16
日
	
（
計
４
回
）
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
�
小
学
５
年
生
〜
中
学
生

定
員
�
20
人

参
加
料
�
１
、０

０
０
円

内
容
�
ス
キ
ャ
ナ
ー

で
写
真
を
取
り
込
ん
で
、
加
工
、

貼
り
付
け
を
し
て
コ
メ
ン
ト
を

入
力
し
て
「
思
い
出
ア
ル
バ
ム

作
り
」
を
し
よ
う

持
ち
物
�

思
い
出
の
写
真
５
、
６
枚
、
筆

記
用
具

�
Ü
	
Ý
Þ
ß
à
á
	
�
f
�

日
時
�
６
月
16
日
	
午
前
10
時

〜
正
午

対
象
�
小
学
４
年
生

〜
高
校
生
ま
た
は
親
子

定
員

�
15
人

内
容
�
ネ
ク
タ
イ
ピ

ン
・
タ
イ
タ
ッ
ク
づ
く
り
な
ど

材
料
費
�
３
０
０
円
〜
１
、１
０

０
円

申
し
込
み
�
６
月
13
日

�
ま
で

�
â
ã


�
ä
�

日
時
�
７
月
７
日
	
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
雨
天
、
曇
天
の

場
合
は
中
止
）

!
e
f
�
"
#
å
ç

日
時
�
７
月
７
日
	
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分

内
容
�
日

本
昔
ば
な
し
「
鶴
の
恩
返
し

カ
チ
カ
チ
山

た
の
き
ゅ
う
」、

た
の
し
い
お
は
な
し
「
ラ
ー
メ

èé�êë �§ìíîïðíñòó �̄ñ�ñ�¦ðôññ̄¯

õö÷ø�ù�ú�ûüýþüÿff�ü
������ ¡���	
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1
Ú
Û
_
P
�
 
�
�
�
�

４
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
人
が

対
象
で
す
（
学
生
不
可
）。

日
時
�
７
月
13
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
）、

７
月
14
日
	
・
20
日
祝c
・
21
日
	
の

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
（
計
４

回
）

内
容
�
各
種
ソ
フ
ト
を
使
っ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
操
作
ほ
か

定
員
�
30
人

□<
所
定
の
申
込
書
に

記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０
０
８
４
幸

町
２
の
７
の
70
長
岡
工
業
高
等
学
校

内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
公
開
講
座
申
し
込

み
係
�
35
・
１
９
７
６
へ
郵
送

1
R
S
�
�
�
�
Y
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
Ó
�
 
�
k
l

科
目
等
履
修
生
と
は
長
岡
技
術
科

学
大
学
の
授
業
科
目
を
市
民
に
開
放

す
る
も
の
で
す
。
研
究
生
と
は
長
岡

技
術
科
学
大
学
の
先
生
と
テ
ー
マ
を

決
め
て
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

募
集
期
間
�
6
月
17
日
�
〜
6
月
21

日
�
□0
長
岡
技
術
科
学
大
学
教
務

部
学
務
課
�
47
・
９
２
４
７
、
Ｅ
メ

ー
ル?

!"@?
# ＠
GC"$

B
A
%
A
"?
A
#
=E

A
CEGH

1
&'(
�
)
P
*
.
+
,
-

入
園
無
料
で
す
。

期
間
�
６
月
１
日
�
〜
７
月
４
日
�

会
場
�
古
志
の
里
フ
ァ
ー
ム（
下
条
町
）

内
容
�
①
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
散
策（
無

料
）②
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
摘
み（
６
月

18
日
〜
７
月
14
日
、
１
本
20
円
）③
簡

単
ラ
ベ
ン
ダ
ー
体
験
サ
シ
ェ
・
匂
袋

つ
く
り（
６
月
９
日
〜
30
日
、
参
加
料

５
０
０
円
）④
ラ
ベ
ン
ダ
ー
バ
ン
ド
ル

つ
く
り（
６
月
９
日
〜
７
月
14
日
、
参

m.

/<
0
1
2
3

/0
4
5
6
7
8

9
:
;
<
=
s
t
u

�
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v
Á
Á
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C
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日時＝６月27日R午後６時～８時30分
会場＝大島中学校（図書室、体育館）

S定例教育委員会（午後６時から）
傍聴希望の人は開会10分前から先着順に受け付け

ます（10人程度）。

S市民と教育委員会
との懇談会（午後６
時40分～８時30分）
内容＝問題行動の未
然防止にどう取り組
んでいくか
自家用車での来場

はご遠慮ください。
問い合わせ＝教育総務課�39・2238

学校教育課�39・2239
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U
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W
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長
岡
市
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
、「
家
庭
の
役
割
、
地

域
の
役
割
、
学
校
の
役
割
―
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
」
を
テ

ー
マ
に
ふ
れ
あ
い
教
育
委
員
会

や
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市

民
公
開
講
座
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

Z
[
J
\
�
Ð
]
^
_
�

市
民
の
み
な
さ
ん
と
生
の
声

を
交
換
す
る
懇
談
会
を
地
域
で

４
回
開
催
し
ま
す
。
そ
れ
に
併

せ
て
定
例
教
育
委
員
会
も
開
催

し
ま
す
。
懇
談
会
で
の
ご
意
見

は
教
育
行
政
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

Z
`
g
h
i
+
j
.
�
�

「
一
緒
に
つ
く
ろ
う
夢
の
学
校
」

や
「
健
全
育
成
の
た
め
の
地
域

連
携
の
あ
り
方
」
な
ど
中
学
校

区
単
位
に
懇
談
会
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。
開
催
時
期
は
各
中
学

校
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Z
k
$
l
m
�
 

家
庭
・
地
域
・
学
校
の
教
育

力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
健
全
な

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
考
え
ま

す
（
10
月
開
催
予
定
）。
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長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
が
指

導
・
介
助
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
人
に
は
、
リ
フ
ト
付
き
バ

ス
で
送
迎
し
ま
す
。

日
時
�
６
月
29
日
〜
７
月
27
日

の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場
�
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー

対
象
者
�
心
身
障

害
児
・
者
お
よ
び
介
護
者
で
、

主
治
医
か
ら
水
泳
を
許
可
さ
れ

て
い
る
人

定
員
�
20
人

申

し
込
み
�
６
月
14
日
�
ま
で

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
が

対
象
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
d
e

日
時
�
６
月
28
日
〜
９
月
13
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
午

後
８
時
30
分
（
計
10
回
、
８
月

２
日
・
16
日
は
休
み
）

会
場

�
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

定
員
�
30
人

受
講
料
�
１
、０

０
０
円

持
ち
物
�
内
ば
き
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル

申
し
込
み
�
６
月
21
日
�
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
な
た
も
ダ
ン
ス
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
！

日
時
�
６
月
17
日
〜
７
月
15
日

の
毎
週
月
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
（
計
５
回
）

会
場
�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

種
目
�
ブ
ル
ー
ス
、
ワ
ル
ツ
、

ジ
ル
バ
な
ど

定
員
�
15
人

受
講
料
�
１
、０
０
０
円

持
ち

物
�
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は

運
動
靴
、
動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
�
６
月
14
日
�
ま
で

�
�
�
�
 
!
"
�

 
�
#
!
$

日
時
�
６
月
23
日
�
午
後
２
時
か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

曲
目
�
花
に
寄
せ
て

ほ
か

入
場
料（
全
席
自
由
）�
５
０

０
円

□%
田
中
さ
ん
�
33
・
８
６
２
１

�
&
'
(
)
*
+
,
-
.
/
01
2
3

4
5
6
	
7
8
9
:
;
<
=
>

県
内
に
留
学
中
の
高
校
生（
10
人
）

を
長
岡
ま
つ
り
に
招
待
し
ま
す
。

期
間
�
８
月
１
日
�
〜
４
日
�
□%

�
Ａ
Ｆ
Ｓ
長
岡
支
部
・
須
藤
さ
ん
�

・
�
35
・
４
２
２
２

�
?
@
A
B
C
D

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
と

矯
正
施
設
の
紹
介
を
し
ま
す
。

日
時
�
６
月
15
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
、
16
日
�
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

会
場
�
中
之
島
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

□%
新
潟
刑
務
所
企

画
部
門
�
０
２
５
・
２
８
６
・
５
６
２

６�
2
3
E
F
G
*
H
I
J
+
K
L
M

N
O
P
!
	
Q
R
D
S

日
時
�
７
月
５
日
�
〜
７
日
�
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午
後

４
時
）

会
場
�
長
岡
商
工
会
議
所

美
術
文
化
ホ
ー
ル

展
示
作
品
�
い

す
を
中
心
と
し
た
家
具
77
点

□%
長

岡
造
形
大
学（
後
藤
研
究
室
）�
21
・

３
５
３
５

�
2
3
T
�
U
#
!
�
V

W
�
X
Y
Z
[
�
\
=
>

日
時
�
毎
月
第
２
・
第
３
・
第
４
火
曜

日
の
午
後
４
時
か
ら

会
場
�
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

月
会
費
�
２
、

０
０
０
円
程
度（
入
会
金
３
、０
０
０

円
）
□%
畠
山
さ
ん
�
36
・
７
７
３
６

I]

^
_
`
g
h�

ij
k
l
l
m
n

o
ip
k
q
m
r
q

s
t
u
v
w
x
y
z
k
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|
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w
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�
�
�
�

�
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k
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�
q
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�
�
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d
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期
日
�
11
月
ま
で
の
土
・
日

・
祝
日
（
雨
天
中
止
）

時

間
�
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

参
加
料
�
６
、０
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

対
象
�
中
学

生
以
上

会
場
�
市
営
ス
キ

ー
場

持
ち
物
�
手
袋
（
軍

手
な
ど
）、
運
動
の
で
き
る
服

装

申
し
込
み
�
前
日
ま
で

に
パ
ラ
エ
イ
ト
ク
ラ
ブ
本
田

さ
ん
�
36
・
４
７
１
６

�
$
�
!
�
�
�
�
�
�

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
基

づ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

団
体
や
他
の
時
間
で
の
申
し

込
み
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
�
毎
週
火
・
木
曜
日
の

①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後

７
時
〜
９
時

対
象
�
中
学

生
以
上
（
１
回
４
人
）

会

場
�
市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室

持
ち
物
�
施
設
利

用
料
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

内
履
き
靴

申
し
込
み
�
希

望
日
の
２
日
前
ま
で

�
�
�
�
�
�

�
�
$
�
!
V
G
�

日
時
�
６
月
30
日
�
・
７
月

７
日
�
午
前
８
時
か

ら

会
場
�
河
川
公

園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

・
右
岸
運
動
公
園

種
目
�
男
子
（
18
歳

以
上
、
高
校
生
除
く
）、

女
子
（
高
校
生
以
上
）、

壮
年
（
40
歳
以
上
）

参
加
料
�
１
チ
ー
ム

４
、５
０
０
円

申
し

込
み
�
６
月
17
日
�

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ

抽
選
会
�
６

月
25
日
�
午
後
６
時
30
分
か

ら
市
民
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

で�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

f
�
�
�
�
�
�
�I
�

�
Z



日
時
�
７
月
７
日
�
午
前
５

時
か
ら
（
４
時
30
分
か
ら
受

付
）

参
加
資
格
�
中
学
生

以
上
で
４
時
間
の
登
山
が
で

き
る
人

定
員
�
35
人

参

加
料
�
７
、５
０
０
円
（
保
険

料
、
高
速
代
、
資
料
代
な
ど
。

準
備
会
時
に
）

準
備
会
�

６
月
28
日
 
午
後
７
時
か
ら

市
民
体
育
館
会
議
室

申
し

込
み
�
６
月
10
日
�
〜
20
日

¡
に
市
民
体
育
館
へ
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�
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o
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k
ï
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r
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�
ð
ñ
:
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や
さ
し
い
き
も
ち
を
描
き
ま

し
ょ
う
。

日
時
�
６
月
25
日
、
７
月
２
日

・
９
日
・
16
日
の
火
曜
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
（
計
４
回
）

会
場
�
中
央
公
民
館

工
作
室

定
員
�
30
人

材
料
費
�
２
、０

０
０
円
（
筆
１
本
含
む
）

持

ち
物
�
顔
彩
（
水
彩
絵
の
具
で

も
可
）、
筆
洗
い
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

申
し
込
み
�

６
月
10
日
�
か
ら

�
÷
ø
ù
�
!
÷
ú
�
�
û

H
ü
�
M
ù
!
#
!
ý
	
þ
S

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
や
立
案
な
ど
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
�
６
月
26
日
〜
７
月
31
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
（
計
６
回
）

会
場
�
中
央

公
民
館

講
師
�
朝
日
由
香
さ

ん
（
企
業
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
イ

タ
ー
）

定
員
�
30
人

参
加

料
�
５
０
０
円

申
し
込
み
�

６
月
３
日
�
か
ら

ÿ
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や
さ
し
い
説
明
で
銀
行
、
保

険
会
社
な
ど
の
金
融
の
仕
組
み

や
金
融
商
品
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

時
間
�
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

講
師
�
①
②
…
長
岡
大
学
教
授

・
早
川
博
之
さ
ん
、
③
…
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

山
田
ま
さ
み
さ
ん

会
場
�
中

央
公
民
館

定
員
�
30
人

申

し
込
み
�
６
月
３
日
�
か
ら

�
�
�
�
�
�
f
�
�



実
際
の
裁
判
の
傍
聴
な
ど
を

通
し
て
、
法
律
や
裁
判
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

日
時
�
①
７
月
５
日
�
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
②
７
月
中
旬

（
７
月
５
日
に
通
知
）
内
容
と

会
場
�
①
裁
判
傍
聴
の
基
礎
知

識
…
中
央
公
民
館
②
裁
判
傍
聴

ほ
か
…
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡

支
部

定
員
�
30
人

申
し
込

み
�
６
月
３
日
�
か
ら

�
�
�
�
�
"
O
�

H
�
�
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今
年
の
夏
は
ゆ
か
た
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
�
７
月
10
日
〜
24
日
の
水

曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
計

３
回
）

会
場
�
中
央
公
民
館

和
室

定
員
�
30
人

参
加
料

�
１
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
�
６
月
10
日
�
か
ら

�
�
�
�
5
R
�
�
�
ø
P
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f
�
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!
�
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*
+

�
R
!
"
d
e



期
日
�
①
７
月
21
日
�
②
７
月

28
日
�
③
８
月
18
日
�
の
午
前

９
時
〜
正
午

会
場
�
①
新
組

公
民
館
②
川
崎
公
民
館
③
上
川

西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容
�
の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち
を

使
っ
て
「
い
す
」「
小
箱
」
を
作

り
ま
す
（
①
②
③
と
も
同
じ
）

対
象
�
小
学
生
の
親
子

定
員

�
各
30
組

参
加
料
�
８
０
０

円
（
工
具
・
材
料
は
用
意
し
ま

す
）

申
し
込
み
�
６
月
10
日

�
か
ら
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{
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個
人
や
親
子
が
対
象
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
6
 
!
�

日
時
�
６
月
27
日
¡
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
受
付
…
午
前
９

時
30
分
か
ら
）

コ
ー
ス
�
阪
之

上
小
学
校
伝
統
館
↓
興
国
寺
（
小

林
虎
三
郎
の
墓
）
↓
米
百
俵
の
群

像
↓
榎
峠
古
戦
場
跡
↓
浦
柄
神
社

↓
慈
眼
寺
↓
司
馬
遼
太
郎
『
峠
』

の
碑

集
合
・
解
散
�
市
役
所
東

口

申
し
込
み
�
６
月
25
日
�
ま

で�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

�
�
�
 
!
�

日
時
�
７
月
30
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
受
付
は
午
前
９
時
30

分
か
ら
）

コ
ー
ス
�
悠
久
山
公

園
（
病
翁
碑
や
長
岡
藩
刀
隊
・
槍

隊
の
碑
ほ
か
、
郷
土
史
料
館
）
と

蒼
柴
神
社
（
奉
納
物
、
記
念
碑
、

招
魂
社
ほ
か
）

集
合
�
蒼
柴
神

社
表
参
道
入
口
（
悠
久
山
プ
ー
ル

隣
）

申
し
込
み
�
７
月
29
日
�

ま
で

�
�
�
�
�
�
R
�

�
�
�
 
!
�

日
時
�
７
月
28
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
受
付
は
午
前
９
時
30

分
か
ら
）

コ
ー
ス
�
米
百
俵
之

碑
↓
昌
福
寺
↓
如
是
蔵
博
物
館
↓

病
翁
碑
↓
郷
土
史
料
館
↓
興
国
寺

（
小
林
虎
三
郎
の
墓
）
↓
米
百
俵

の
群
像

集
合
・
解
散
�
市
役
所

東
口

申
し
込
み
�
７
月
25
日
¡

ま
で

◇

◇

定
員
�
①
10
人
②
25
人
③
12
組（
親

子
の
み
）

参
加
料
�
無
料
（
③

は
如
是
蔵
博
物
館
の
入
館
料
２
０

０
円
必
要
）

持
ち
物
�
筆
記
用

具
、
昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物

�
天
候
に
よ
り
ル
ー
ト
な
ど
が
一

部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申
し
込
み
�
秘
書
広
報
課
�
39

・
２
２
０
２
、
�
39
・
２
２
７

２
、
Ｅ
メ
ー
ル��
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a

留
学
す
る
意
欲
の
あ
る
高
校

生
を
募
集
し
ま
す
。
必
要
な
自

己
負
担
金（
98
〜
１
１
８
万
円
）

を
�
長
岡
市
米
百
俵
財
団
が
奨

学
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

募
集
期
間
�
６
月
17
日
�
〜
７

月
15
日
�
留
学
期
間
�
平
成

15
年
の
出
発
日
か
ら
１
年
間

募
集
人
数
�
３
人

応
募
条
件

��
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
ま
た
は

�
Ｙ
Ｆ
Ｕ
日
本
国
際
交
流
財
団

の
選
考
試
験
を
受
験
す
る
こ
と

な
ど

問
い
合
わ
せ
�
庶
務
課

内
�
長
岡
市
米
百
俵
財
団
�
39
・

２
２
０
３

�
b
c
d
e
f
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�


a

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
全

体
の
企
画
・
運
営
方
法
な
ど
を

検
討
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
�
２
人

任
期
�
平

成
14
年
７
月
１
日
〜
平
成
15
年

３
月
31
日

応
募
資
格
�
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
運

営
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
関
心
が

あ
り
、
２
〜
３
カ
月
に
１
回
程

度
開
催
さ
れ
る
会
議
（
原
則
、

平
日
の
日
中
に
開
催
）
に
出
席

で
き
る
人

謝
礼
�
２
、０
０
０

円
（
会
議
１
回
に
つ
き
）

応

募
方
法
�
６
月
20
日
�
ま
で
に
、

市
役
所
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン

ジ
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
（
志

望
動
機
、
市
民
活
動
内
容
等
）

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
｜
０
０

６
２
大
手
通
２
の
２
の
６
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
ま

で
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
持

参
（
審
査
結
果
は
、
６
月
末
ま

で
に
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
�
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
事
務
室
�
39
・
２
７

６
３
、
�
39
・
２
７
６
５

�
�
�
b
�
�
�
�
�


�

f
�
 
!
"
#
$
%
f
&

d
e


a

応
募
資
格
�
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

任
期

�
平
成
14
年
７
月
〜
平
成
16
年

３
月

募
集
人
数
�
５
人

会

議
�
年
２
回
程
度
、
平
日
の
日

中
に
開
催

報
酬
�
９
、１
０
０

円（
会
議
１
回
に
つ
き
）
応
募

方
法
�
６
月
25
日
�
ま
で
に
、

所
定
の
応
募
申
請
書
と
「
私
に

と
っ
て
男
女
共
同
参
画
社
会
と

は
」
の
テ
ー
マ
で
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
考
え

を
ま
と
め
、
〒
９
４
０
｜
８
５

０
１
市
役
所
企
画
課
女
性
政
策

班
�
39
・
２
２
０
４
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

応
募
申
請
書
�
市
役
所
４
階
企

画
課
、
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ
ン

ジ
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

２
階
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
に
設
置

'(

)
*
+
,
-
.
/
0
1
2
f

日
時
�
６
月
21
日
�
、
10
月
18
日
�
、

15
年
２
月
21
日
�
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

会
場
�
長

岡
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
四
郎
丸
町
）

持
ち
物
�
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る

銃
砲
刀
剣
類
、
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）、

審
査
手
数
料
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０

円
（
県
収
入
証
紙
で
納
入
、
印
鑑
不

要
）

□3
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
�

０
２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１

)
4
&
b
c
5
6
7
8
�
�

日
時
�
６
月
９
日
	
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
小
雨
決
行
）

行
き
先
�

大
河
津
分
水
公
園
（
西
蒲
原
郡
分
水

町
）

集
合
�
午
前
９
時
に
中
央
公

民
館
前

コ
ー
ス
�
中
央
公
民
館
〜

大
河
津
分
水
公
園
（
往
復
約
50
㎞
）

対
象
�
小
学
校
３
年
生
以
上
（
普
通

車
・
ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
車
で
参
加
可
）

定
員
�
50
人

参
加
料
�
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
。
当
日
）

□9
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
�
32
・
６
１
１
７
ま
た

は
長
岡
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
�
33

・
１
８
７
２
へ
（
開
催
の
有
無
は
、

当
日
午
前
6
時
30
分
以
降
に
長
岡
市

サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
へ
）

)
:
;
�
7
<
�
=
>
?
@
A
B

日
時
�
７
月
３
日
〜
17
日
の
毎
週
水

曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場

�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
第
５
ス
タ
ジ

オ

参
加
料
�
９
０
０
円

□9
６
月

30
日
	
ま
で
に
林
さ
ん
�
34
・
５
７

０
４
へ

C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N

O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
[\

]
^
_
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g
h
i
j

k9
l
m
n
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p
q
r
s
t
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ファミリー・サポート・センターは、育児の援助を受けたい人
（依頼会員）と育児の援助を行いたい人（提供会員）がそれぞれ
会員として登録し、地域における子育てを支援する相互援助の会
員組織です。
〔会員間の主な活動内容〕
・保育園などの保育開始前や終了後などに、子どもを預かったり、
送迎したりする。
・保護者が病気や急用のときなどに、子どもを預かる。
入会申し込み＝ファミリー・サポート・センター事務局へ

写真（縦３㎝×横2.5㎝）２枚と印鑑が必要
入会を希望する人は、簡単な面接があります。提供会員を希望
する人は、講習会があります。
※６月17日�から
援助依頼の受付を
開始します。

問い合わせ＝ファミリー・サポート・センター事務局
（ながおか市民センターちびっこ広場内）
�39・2860、�39・2861
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招
待
校
�
茨
城
県
立
水
戸
商
業

高
等
学
校
（
茨
城
県
）・
桐
蔭
学

園
高
等
学
校
（
神
奈
川
県
）

会
場
�
悠
久
山
野
球
場

入
場

券
�
大
人
５
０
０
円
、
高
校
生

１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

�
=
�
�
 
!
"
�
�
#

>
?
@
A
B

①
宮
内
小
学
校
体
育
館

日
時
�
６
月
26
日
〜
７
月
24
日

の
毎
週
水
曜
日
（
計
５
回
）
午

後
７
時
〜
８
時
30
分

対
象
�

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般

問

い
合
わ
せ
�
内
山
さ
ん
�
36
・

７
８
８
７

②
川
崎
小
学
校
体
育
館

日
時
�
７
月
14
日
〜
８
月
11
日

の
毎
週
日
曜
日
（
計
５
回
）
午

後
４
時
〜
６
時

対
象
�
小
学

生
以
上

問
い
合
わ
せ
�
斎
藤

さ
ん
�
34
・
３
９
０
１

◇

◇

参
加
料
�
３
、０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
。
初
回
に
）

持
ち
物

�
運
動
の
で
き
る
服
装

申
し

込
み
�
①
６
月
19
日
�
ま
で
②

７
月
７
日
	
ま
で
に
市
民
体
育

館
�
34
・
２
７
０
０
へ

$
>
?
@
%
�
!
&
8
�
A
B

日
時
�
７
月
２
日
〜
23
日
の
毎

週
火
曜
日
（
計
４
回
）
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分

会
場
�

南
部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア

対
象
�
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）

定
員
�
20
人

参
加

料
�
２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
�
運
動
の
で
き
る
服
装
、

外
ば
き

申
し
込
み
�
南
部
体

育
館
�
39
・
３
６
０
０

'
b
c
(
)
*

+
,
8
�
�
�
f

参
加
賞
と
し
て
全
員
に
ゲ
ー

ム
無
料
券
を
進
呈
し
ま
す
。

日
時
�
７
月
14
日
	
午
前
10
時

か
ら

会
場
�
ア
ル
ピ
コ
ボ
ウ

ル
長
岡
（
柏
町
１
）

種
目
�

個
人
戦
（
男
女
混
合
）
Ａ
…
（
ア

ベ
レ
ー
ジ
１
５
０
以
上
の
人
）、

Ｂ
…
（
ア
ベ
レ
ー
ジ
１
５
０
未

満
の
人
）

参
加
料
�
（
３
ゲ

ー
ム
）
一
般
１
、７
０
０
円
、
ジ

ュ
ニ
ア
１
、３
０
０
円

申
し
込

み
�
７
月
13
日
�
ま
で
に
参
加

料
を
添
え
て
長
岡
市
ボ
ウ
リ
ン

グ
連
盟
（
ア
ル
ピ
コ
ボ
ウ
ル
内
）

�
36
・
５
５
７
３
へ

-
.
6
/
�

0
:
1
+
�
2
�
f

期
日
�
７
月
14
日
	
（
開
会
式

は
午
後
７
時
か
ら
）

会
場
�

北
・
大
島
・
関
原
・
宮
内
中
学

校

対
象
�
男
子
・
女
子
の
部

と
も
に
18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
）
で
長
岡
市
に
通
勤
通
学

す
る
者

参
加
料
�
１
チ
ー
ム

６
、０
０
０
円

申
し
込
み
�
７

月
２
日
�
ま
で
に
メ
ン
バ
ー
表

と
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育

館
へ

抽
選
会
�
７
月
９
日
�

午
後
７
時
30
分
か
ら
市
民
体
育

館
会
議
室
で

34
�
�
b
5
�
	

6
7
8
9
:
�
f

日
時
�
７
月
14
日
	
午
前
10
時

か
ら
（
雨
天
決
行
）

会
場
�

市
営
陸
上
競
技
場

種
目
�
50

ｍ
〔
３
年
生
男
女
別
、
４
年
生

男
女
別
〕、
１
０
０
ｍ
〔
５
年
生

男
女
別
、
６
年
生
男
女
別
〕、
８

０
０
ｍ
、
走
幅
跳
〔
３
・
４
年

生
共
通
、
男
女
別
〕、
80
ｍ
ハ
ー

ド
ル
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

走
高
跳
、
走
幅
跳
、
ボ
ー
ル
投

げ
（
１
号
ボ
ー
ル
）〔
５
・
６
年

生
共
通
、
男
女
別
〕、
１
５
０
０

ｍ
〔
５
・
６
年
生
共
通
男
子
〕、

８
０
０
ｍ
〔
５
・
６
年
生
共
通

女
子
〕（
混
成
リ
レ
ー
、
80
ｍ
ハ

ー
ド
ル
に
つ
い
て
の
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

参

加
資
格
�
学
校
の
ク
ラ
ブ
・
部

活
単
位
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単

位
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
単
位
、
個
人
参
加
（
保
護

者
の
同
意
書
が
必
要
）

出
場

制
限
�
１
人
２
種
目
（
リ
レ
ー

を
除
く
）

参
加
料
�
１
種
目

５
０
０
円
、
リ
レ
ー
は
１
チ
ー

ム
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
�

６
月
27
日
�
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
市
民
体
育
館
へ
（
要
項

は
、
市
民
体
育
館
、
南
部
体
育

館
、
北
部
体
育
館
、
陸
上
競
技

場
に
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ

せ
�
長
岡
商
業
高
校
・
宮
田
さ

ん
�
37
・
８
１
４
０

3;
>
?
@
<
2
:
A
B

〔
日
曜
コ
ー
ス
〕

期
日
�
６
月
２
日
〜
６
月
23
日

の
毎
週
日
曜
日
（
計
４
回
）

時
間
�
レ
デ
ィ
ー
ス
…
午
後
２

時
〜
３
時
10
分
、
一
般
Ａ
…
午

後
６
時
30
分
〜
７
時
40
分
、
一

般
Ｂ
午
後
８
時
〜
９
時
10
分
、

ジ
ュ
ニ
ア
初
心
者
体
験
…
午
前

９
時
〜
10
時

ジ
ュ
ニ
ア
経
験

者
技
術
上
達
…
午
前
11
時
〜
正

午

会
場
�
オ
ー
エ
ム
ゴ
ル
フ

セ
ン
タ
ー

対
象
�
レ
デ
ィ
ー

ス
（
女
性
）、
一
般
（
初
心
者
男

女
）、
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
〜
高

校
生
）

定
員
�
各
コ
ー
ス
10

人

参
加
料
�
レ
デ
ィ
ー
ス
・

一
般
５
、０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
代

別
）、
ジ
ュ
ニ
ア
（
３
、０
０
０

円
ボ
ー
ル
代
、
入
場
料
含
む
）

指
導
�
Ｎ
Ｇ
Ｆ
公
認
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
村
田
武
則

申
し
込

み
�
オ
ー
エ
ム
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ

ー
�
24
・
２
１
３
１

〔
金
曜
コ
ー
ス
〕

期
日
�
６
月
７
日
〜
６
月
28
日

の
毎
週
金
曜
日
（
計
４
回
）

時
間
�
Ａ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
…
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
40
分
、
Ｐ

Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
…
午
後
２
時
〜

３
時
10
分
、
一
般
Ａ
…
午
後
６

時
30
分
〜
７
時
40
分
、
一
般
Ｂ

…
午
後
８
時
〜
９
時
10
分

会

場
と
指
導
者
�
長
岡
南
ゴ
ル
フ

ガ
ー
デ
ン
Ｐ
Ｇ
Ａ
公
認
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
大
谷
佳
史
さ
ん
、

長
岡
西
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
Ｐ
Ｇ

Ａ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
高

松
慶
太
さ
ん

対
象
�
レ
デ
ィ

ー
ス
（
女
性
）、
一
般
（
初
心
者

男
女
）

定
員
�
各
コ
ー
ス
10

人

参
加
料
�
５
、０
０
０
円

（
ボ
ー
ル
代
別
）

申
し
込
み

�
長
岡
南
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
�

32
・
６
５
１
１

長
岡
西
ゴ
ル

フ
ガ
ー
デ
ン
�
47
・
６
５
１
１
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a
b

７
月
７
日
c
は
、
７
月
19
日

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

〔
立
候
補
説
明
会
〕

日
時
�
６
月
14
日
d
午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場
�
市
役
所
４

階
大
会
議
室
（
詳
し
く
は
、
後

日
農
家
組
合
を
通
じ
配
布
す
る

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
�

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
39

・
２
２
４
１

級
救
命
講
習
…
午
前
８
時
〜
午

後
５
時
10
分

申
し
込
み
�
消

防
署
救
急
係
�
35
・
２
１
９
３

へ�
e
f
�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

あ
き
地
に
雑
草
が
生
え
て
い

る
と
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
が
発
生

し
た
り
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
場

所
に
な
っ
た
り
し
て
、
周
辺
の

住
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
な
迷

惑
と
な
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
、

い
つ
も
土
地
の
状
態
を
把
握
し
、

定
期
的
に
除
草
す
る
な
ど
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
環
境
業
務
課
�

24
・
２
８
３
７

�
 
!
"
�
#
$
%
&
'
(

)
*
�
+
,
-
.

市
で
は
、
行
政
の
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
達
成
度
を
評
価
し
、

事
業
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
作
為
抽

出
に
よ
り
、
３
、０
０
０
人
の
市

民
の
み
な
さ
ん
に
６
月
上
旬
、

郵
送
で
送
付
し
ま
す
。
お
手
元

に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
際
に

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
行
政
管
理
課
�

39
・
２
２
０
８

�
/
0
1
2
3
)
.

4
5
�
 
6

平
成
14
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ

ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
は
、

市
長
と
直
接
語
る
市
政
モ
ニ
タ

ー
会
議
や
学
習
会
、
施
設
見
学

な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
市

政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
、
気
が
つ
い
た
こ
と
、

日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と

を
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
活

動
は
市
政
だ
よ
り
な
ど
で
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

担
当
�
市
民
の
声
情
報
室
�
39
・

２
２
４
６

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
�
午
後
１
時
〜
４
時

□7
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
長
岡
�
32
・
１
１
８
１
、

�
34
・
４
８
４
４

8
9
-
:
;
<
=
>
)
?
@
A
B
C

在
職
者
が
対
象
で
す
。

コ
ー
ス
の
例
�
①
６
月
…
Ｐ
Ｃ
の
負

荷
装
置
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
、
有

接
点
リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
、
表

計
算
ソ
フ
ト
（
操
作
編
）
ほ
か
②
７

月
…
屋
内
電
気
配
線
工
事
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
（
ス
ク
リ
プ
ト
編
）
ほ

か

定
員
�
各
コ
ー
ス
10
人

受
講

料
�
４
、０
０
０
円
〜
１
０
、０
０
０

円

□D
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
開

発
援
助
課
（
住
吉
３
）
�
37
・
０
４

５
０

8
E
F
�
G
H
�
I
J
�

K
L
M
N
O
�
P
Q
�

�
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

相
談
時
間
�
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

8
R
S
T
U
V
W
N
O
X
�
P
Q
�

日
時
�
６
月
10
日
�
、
７
月
８
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
�
長

岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

内
容
�

精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談

（
予
約
制
）

□D
長
岡
健
康
福
祉
環

境
事
務
所
地
域
保
健
課
�
33
・
４
９

３
１

8
/
Y
Z
:
@
[
�
P
Q
�

\
]
^
_
G
`
f
e
�
g
h
a
i

�
`
 
j
k
U
l
m
�
n

日
時
�
７
月
13
日
�
午
後
１
時
〜
４

時

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

講

師
�
マ
ン
ガ
家
・
富
永
一
朗
さ
ん
、

順
天
堂
大
学
教
授
・
河
盛
隆
造
さ
ん

□7
長
谷
川
さ
ん
�
28
・
３
６
０
０

op
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超
低
床
式
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
は
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
一
般

バ
ス
路
線
に
２
台
が
運
行
し
て

い
ま
し
た
。

６
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
７

台
増
え
、
９
台
の
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

主
な
バ
ス
路
線
は
、
長
岡
駅

東
口
〜
悠
久
山
線
、
長
岡
駅
〜

エ
コ
ト
ピ
ア
寿
線
、
長
岡
駅
〜

蔵
王
橋
循
環
線
、
長
岡
駅
〜
宝

町
線
な
ど
で
す
。

運
行
バ
ス
路
線
も
増
え
、
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

¥
¡
­
®
æ
¯
°
±
²
³

´
µ
ª
©
¶

町
内
会
な
ど
が
、
バ
ス
待
合

所
を
設
置
し
た
り
改
築
し
た
り

す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
補
助
金
額
は
、
建
設
費
用

の
三
分
の
一
以
内
で
、
市
と
バ

ス
事
業
者
の
双
方
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
（
上
限
は
50
万
円
）。

市
で
は
、
景
観
に
配
慮
し
た

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
に
は
、

さ
ら
に
金
額
を
加
算
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
都
市
政
策
課
�

39
・
２
２
２
５
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が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど

の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち

に
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

①
雨
が
長
く
降
り
続
く
時
や
大

雨
の
時

②
川
の
水
、
井
戸
水
、
湧
き
水

の
量
が
変
化
し
た
り
濁
り
だ

し
た
時

③
土
地
に
亀
裂
が
生
じ
た
時

な
ど
は
非
常
に
危
険
で
す
。

「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
日
ご

ろ
か
ら
家
の
近
く
の
山
、
が
け
、

川
な
ど
を
よ
く
点
検
し
、
い
つ

も
と
違
う
点
、
お
か
し
な
点
を

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
�
河
川
課
�
39
・
２
２

３
３
、
長
岡
土
木
事
務
所
�
38
・

２
６
２
９

�
"
#
$
'
l
%
&
g
'
.

(
#
)
*
+
�
+
,
-
.

６
月
２
日
�
〜
８
日
�
、
全

国
一
斉
に
危
険
物
安
全
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
な
ど
の
危
険
物
は
、
ひ
と

た
び
事
故
が
発
生
す
る
と
大
き

な
災
害
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
取
り
扱
い
に
注
意
し
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

担
当
�
消
防
本
部
予
防
課
�
35
・

２
１
９
０

�
.
/
@
0
X
�
P
Q
�

心
肺
そ
生
法
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
と
、

止
血
法
、
傷
病
者
の
管
理
法
等

を
含
め
た
８
時
間
の
高
度
な
応

急
手
当
の
習
得
を
目
的
と
し
た

上
級
救
命
講
習
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
マ
ス
タ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
「
修

了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

時
間
�
普
通
救
命
講
習
…
午
前

９
時
〜
正
午
（
７
月
21
日
は
、

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
４
時
の
２
回
・
各
50
人
）、
上

8
1
2
3
)
4
)
5
6
7
8
�
X

�
�
9
X
�
:
;
<
�
=
�
X
�

子
ど
も
の
不
登
校
・
登
校
拒
否
に

ひ
と
り
で
苦
し
ま
な
い
で
悩
み
を
語

り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
�
６
月
15
日
�
午
後
２
時
〜
４

時

会
場
�
中
央
公
民
館

参
加
費

�
３
０
０
円

□7
田
口
さ
ん
�
36
・

１
９
８
８
、
吉
越
さ
ん
�
33
・
９
６

９
７
へ

8
>
a
�
�
N
O
<
'
3
)

?
@
N
O
A
�
P
Q
�

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
や
税
理

士
に
よ
る
税
務
相
談
（
要
予
約
）。

日
時
�
６
月
19
日
�
午
後
１
時
〜
５

時

会
場
・
□D
長
岡
郵
便
局
�
32
・

４
２
６
８

8
B
C
D
E
N
O
X
�
P
Q
�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
�
６
月
21
日
�
午
前
11
時
〜
午

後
４
時

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
３
階
会
議
室

□7
長
岡
労
政

事
務
所
�
37
・
６
１
１
０

8
F
G
H
I
G
J
X
V
W
I
�
K
K

L
M
N
)
O
O
P
Q
�
P
Q
�

�
RS
T
U
V
O
O
�
W
X
�
Y
�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
�
６
月
23
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
面
談
に
よ
る
相
談
は
予
約

制
、
会
場
は
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
２
階
）

□7
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

に
い
が
た
�
０
２
５
・
２
２
８
・
１

７
２
７

8
Z
[
)
\
)
8
1
2

]
^
,
-
�
N
O
X
�
_
`

６
月
か
ら
第
２
・
第
４
木
曜
日
に
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分
譲
場
所
�
長
岡
市
新
陽
１

・
２
丁
目
（
長
岡
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
、
国
営
越
後
丘
陵
公
園

近
く
）

分
譲
区
画
�
21
区
画
（
区
画

№
７
〜
24
、
区
画
図
参
照
）

分
譲
面
積
�
１
、０
１
１
㎡
〜

７
、１
７
８
㎡

分
譲
価
格
�
２
８
、
１
０
０

円
／
㎡
〜
３
２
、１
０
０
円
／

㎡
（
土
地
を
10
年
以
上
20
年

以
下
の
賃
貸
利
用
可
）

対
象
業
種
・
施
設
�
研
究
開

発
型
企
業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
、

設
計
お
よ
び
企
画
デ
ザ
イ
ン

関
連
企
業
等
の
開
発
セ
ン
タ

ー
、
営
業
所
、
研
修
施
設
等

優
遇
措
置
�
「
長
岡
市
工
場

等
立
地
促
進
資
金
」
の
融
資

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
税
制

特
典
お
よ
び
国
、
県
の
各
種

優
遇
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
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第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に

よ
り
種
別
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

国
民
年
金
の
種
別
変
更
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

第
三
号
被
保
険
者
に
種
別
変

更
す
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤

務
先
に
届
け
出
し
ま
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
将
来
も

ら
う
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
市
民
課
�
39
・

２
２
５
０

��

ペ
チ
ュ
ニ
ア
は
、
南
米
原
産

の
ナ
ス
科
の
植
物
で
す
。
花
形

が
似
て
い
る
朝
顔
と
お
正
月
に

遊
ぶ
羽
根
つ
き
の
羽
根
（
衝�

�

羽�

根�

）
に
見
た
て
、
和
名
で
は
ツ

ク
バ
ネ
ア
サ
ガ
オ
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

以
前
は
雨
に
弱
い
と
い
う
欠

点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は

雨
に
強
い
小
輪
系
や
華
麗
な
八

重
咲
き
系
統
も
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
半
ほ
ふ
く
性
の
サ
フ

ィ
ニ
ア
や
ク
リ
ー
ピ
ア
な
ど
の

品
種
を
ウ
イ
ン
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス

や
吊
り
鉢
に
植
え
る
な
ど
、
楽

し
め
る
範
囲
が
広
く
な
っ
て
お

り
、
人
気
上
昇
中
で
す
。

�
�
	


a
b
c
d

e
f
�
�


�
微
細
な
タ
ネ
で

好
光
性
種
子
な
の
で
、
覆
土
を

す
る
と
発
芽
し
ま
せ
ん
。

播
種
用
土
は
市
販
の
ピ
ー
ト

バ
ン
（
圧
縮
し
た
ピ
ー
ト
モ

ス
）
に
ま
き
、
発
芽
ま
で
乾
か

さ
な
い
よ
う
に
し
、
底
面
給
水

を
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

発
芽
適
温
は
23
〜
25
℃
で

７
〜
14
日
で
発
芽
し
ま
す
。
幼

苗
の
と
き
に
は
、
特
に
ナ
メ
ク

ジ
に
注
意
し
ま
す
。
一
夜
に
し

て
食
害
を
受
け
て
壊
滅
状
態
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ナ
メ
ク
ジ
は
ビ
ー
ル
が
好
き

な
の
で
、
雨
の
降
ら
な
い
日
の

夕
方
、
皿
に
ビ
ー
ル
を
入
れ
て

そ
の
中
に
ナ
メ
ク
ジ
の
駆
除
剤
、

例
え
ば
ナ
メ
キ
ー
ル
や
グ
リ
ー

ン
ベ
イ
ト
な
ど
を
入
れ
て
防
除

す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

e
�
�
�
本
葉
が
３
枚
の
こ
ろ
、

ポ
ッ
ト
に
仮
植
を
し
ま
す
。
用

土
は
例
え
ば
、
赤
玉
土
５
、
腐

葉
土
３
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト

２
な
ど
で
、
そ
こ
に
緩
効
性
の

化
成
肥
料
を
用
土
１
�
に
３
〜

５
ｇ
ほ
ど
混
入
し
ま
す
。

e
�
�
�
本
葉
が
７
枚
ほ
ど
に

な
れ
ば
、
花
壇
や
容
器
に
植
え

ら
れ
ま
す
。
15
㎝
ほ
ど
に
伸
び

た
こ
ろ
、
摘
芯
を
し
て
わ
き
芽

を
茂
ら
せ
ま
す
。

な
お
、
花
壇
で
も
容
器
栽
培

で
も
用
土
に
は
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ペ
チ
ュ
ニ
ア
に
限
ら
ず
、

ナ
ス
科
の
植
物
の
ト
マ
ト
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ホ

オ
ズ
キ
、
ダ
チ
ュ
ラ
な
ど
を
育

て
た
こ
と
の
あ
る
土
だ
と
病
気

が
出
や
す
く
、
う
ま
く
育
た
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

e
�
�
�
�
�
�
�
�
長
く
咲

か
せ
る
た
め
に
は
、
日
当
た
り

を
よ
く
し
て
や
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ま
た
、
定
植
後
２
カ
月
も
す

る
と
花
が
咲
き
疲
れ
を
し
て
、

花
が
小
さ
く
な
っ
た
り
、
花
数

が
少
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
は
切
り

戻
し
を
し
た
り
、
追
肥
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

e
�
�
�
�
�
�
花
の
咲
き
が

ら
は
早
め
に
摘
み
と
り
、
タ
ネ

を
結
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

枯
れ
た
下
葉
な
ど
も
除
い
て
や

る
こ
と
で
、
病
害
虫
も
防
ぎ
、

花
を
長
く
咲
か
せ
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

e
f
�
 
!
"
#
$
%
�
タ
バ

コ
を
吸
っ
た
手
で
ペ
チ
ュ
ニ
ア

に
触
れ
る
と
、
ナ
ス
科
の
植
物

に
接
触
伝
染
す
る
タ
バ
コ
モ
ザ

イ
ク
病
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注
意
を
。
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長岡市の国民健康保険加入者の平成12年度総
医療費は、約192億３千万円。１人当たりでは、
約35万８千円の医療費を支払っていることにな
ります。これは、新潟県の平均を１万円も上回
る金額です。
特に、お年寄りの医療費は、１人当たり約64

万６千円にものぼります。

【こんなことも医療費の増加につながります】
○病気になっても、重くなるまで放っておく。
○必要以上に薬を欲しがる。
○１つの病気で、お医者さんを転々と変える
（そのたびに検査や治療がやり直しになりま
す）。

医療費は、一人ひとりの普段からの心がけで
節約することができます。大切な医療費の使い
方について、もう一度見直してみましょう。

【こんなことを心がけましょう】
○信頼して相談できる家庭医を持ち、指導を受
けましょう。

○適度な運動や十分な睡眠、バランスのとれた
食事などを心がけましょう。

○趣味のサークル、生涯学習、老人会活動など、
心から楽しめるものをもち、心身を活発にし、
病気に対する抵抗力をつけましょう。
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20
歳
未
満
の
非
行
、
学
業
と

進
路
（
中
退
等
）、
男
女
交
際
、

不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
の
相
談

を
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
回
答
し
ま

す
。電

話
、
面
接
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
（
月
〜
金
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）。

受
付
開
始
日
�
６
月
３
日
�

問
い
合
わ
せ
�
少
年
セ
ン
タ
ー

�
32
・
３
７
４
５

Ý
�
�
�
�
�
�
�
�
	



a
b
c
d
e
f
�
í
î

職
場
を
退
職
し
た
と
き
は
、

そ
の
職
場
の
健
康
保
険
を
任
意

継
続
す
る
か
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
の
か
を
選
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
（
条
件
に
よ
っ
て

は
、
家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
に
な
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）。任意

継
続
と
は
、
健
康
保
険

の
期
間
が
２
カ
月
以
上
あ
り
、

退
職
後
20
日
以
内
に
手
続
き
す

る
と
、
職
場
の
健
康
保
険
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。
保
険
料
は
、
在
職
時
の
２

倍
に
な
り
ま
す
（
上
限
額
あ
り
）。

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
は
、

市
役
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
は
、
前
年
（
３
月
ま

で
は
前
々
年
）
の
所
得
で
算
定

さ
れ
ま
す
。

保
険
料
や
給
付
内
容
は
、
職

場
の
健
康
保
険
と
異
な
り
ま
す

の
で
、
退
職
時
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
任
意
継
続
〕

問
い
合
わ
せ
�
①
政
府
管
掌
健

康
保
険
…
長
岡
社
会
保
険
事
務

所
�
36
・
５
１
４
１
、
②
健
康

保
険
組
合
・
共
済
組
合
等
…
加

入
し
て
い
た
組
合

〔
国
民
健
康
保
険
〕

問
い
合
わ
せ
�
国
保
医
療
課
�

39
・
２
２
２
０
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次

の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

〔
第
一
号
被
保
険
者
〕

自
営
業
者
、
自
由
業
者
、
学

生
、
無
職
の
人

〔
第
二
号
被
保
険
者
〕

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人

〔
第
三
号
被
保
険
者
〕
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日
本
赤
十
字
社
で
は
平
成
14
年
度

の
社
員（
社
費
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
元
町
内
の
協
賛
委
員
や
町
内
会

役
員
を
通
じ
て
お
願
い
に
あ
が
り
ま

す
。
社
費
（
年
額
）
５
０
０
円
以
上

の
納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
社
費
は
、
災
害
救

助
活
動
や
救
急
法
の
講
習
会
な
ど
、

赤
十
字
事
業
を
行
う
大
切
な
活
動
資

金
に
な
り
ま
す
。

□U
福
祉
総
務
課
内
日
赤
長
岡
市
地
区

事
務
局
�
39
・
２
２
１
７

L
V
W
X
�
�
�
ê
Y
Z
[
\
]
^

日
時
�
６
月
15
日
�
午
後
２
時
30
分

〜
４
時
30
分

会
場
�
中
央
公
民
館

和
室

内
容
�
①
ト
ー
ク
「
医
療
者

か
ら
見
た
食
生
活
と
健
康
」
…
長
岡

赤
十
字
病
院
脳
外
科
医
師
・
関
原
芳

夫
さ
ん
ほ
か
歯
科
医
師
、
栄
養
士
な

ど
②
み
ん
な
で
ト
ー
ク

参
加
料
�

３
０
０
円

□_
小
林
さ
ん
�
０
２
５

６
・
３
９
・
２
７
２
０

L
`
g
h
i
�
]
j
\
k

l
\
m
n
o

日
時
�
6
月
25
日
�
〜
28
日
�
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場
�
中

央
公
民
館

定
員
�
40
人

受
講
料

�
２
、０
０
０
円

□_
６
月
15
日
�
ま

で
に
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
｜

２
１
３
５
深
沢
町
２
２
７
８
の
８
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
長
岡
医
療
と
福
祉
の
里
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
�
・
�
47
・
２

２
３
３
へ

�p

q_
r
s
t
u

qU
v
w
x
y
z

�{|}~�=J�?�
市議会の本会議や委員会は公開されており、

だれでもそのようすを見たり聴いたりするこ
とができます。みなさん、気軽においでくだ
さい。
市議会６月定例会の日程は次のとおりです。

�{|����|
��

時 間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定 員＝本会議65人（車いす２人含む）
委員会７人

問い合わせ＝議会事務局�39・2244

���������·�����,���
手帳式（えんじ色）の印鑑登録証

をお持ちの人は、カード式に交換手
続きをしてください。
手数料はかかりません。

問い合わせ＝市民課�３９・２２１５
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Ấ�¤ ÃÄ§¨�
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30
分
〜
午
後
２
時
30
分

会
場

�
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
�
体

脂
肪
測
定
、
運
動
指
導
、
調
理

実
習
、
講
義
「
内
臓
肥
満
撃

退
！
血
液
を
さ
ら
さ
ら
キ
レ
イ

に
保
つ
た
め
に
」

定
員
�
40

人

参
加
料
�
５
０
０
円

申

し
込
み
�
７
月
４
日
�
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

会
場
等
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健
康
課

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

�
29
・
２
３
５
０
で
は
、
毎
日

献
血
が
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
�
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
成
分
献
血
は
予
約

が
必
要
）

�
	


a

b
c
d
c
e
f
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�

し
好
品
と
し
て
愛
用
者
の
多

い
た
ば
こ
。
そ
の
煙
に
は
、
ニ

コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭

素
を
は
じ
め
、
多
く
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙

は
が
ん
や
心
臓
病
、
慢
性
気
管

支
炎
、
脳
卒
中
、
胃
か
い
よ
う
、

歯
周
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

周
囲
の
人
に
十
分
配
慮
し
、

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
吸
い

ま
し
ょ
う
。

�
�
e
�
�
�
�
�
�
�

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

�
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

�
�
�
�
 
!
"
#
$

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
機

能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
ま
た
は
運
動
指
導
員

に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
簡
単

な
体
操
の
紹
介
も
し
ま
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

会
場

�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

（
曲
新
町
５
６
６
の
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
や
足
腰
の

筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
運
動
、

寝
た
き
り
予
防
な
ど
に
つ
い
て

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

利
用
日
�
６
月
13
日
�
、
27
日

�
時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

場
所
�
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
み
や
う
ち

申
し
込
み

�
介
護
保
険
課
�
39
・
２
２
４

５

物
�
筆
記
用
具
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

ズ
、
昼
食

□%
６
月
28
日
�
ま
で
に
、

郵
便
局
の
払
込
取
扱
票（
青
色
の
用
紙
）

の
通
信
欄
に
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
福
祉
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
カ
ー
の
有
無
を
記

入
し
「
０
０
５
２
０
｜
４
｜
４
２
１

１
６
新
潟
県
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ワ
ー
カ
ー
協
会
」
あ
て
に
振
込

□&
同
協
会
事
務
局
・
鈴
木
さ
ん
�
０

２
５
４
・
53
・
６
２
２
３

'
�
(
)
�
*
+
,
-
+
.
/
�

0
1
�
�
�
2
3
�

日
時
�
７
月
21
日
�
午
前
９
時
〜
正

午

会
場
�
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
�
幼
児
〜
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
で
）

□%
７
月
５
日
�
ま
で
に
は

が
き
に
、
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
、

保
護
者
の
氏
名
、
在
籍
し
て
い
る
保

育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
名
、
相
談
内

容
、
相
談
希
望
時
間
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒
９
４
０
｜

０
０
８
７
千
手
２
の
８
の
１
千
手
小

学
校
「
こ
と
ば
と
き
こ
え
の
教
室
」

内
長
岡
市
言
語
親
の
会
事
務
局
�
34
・

６
８
４
１
、
35
・
０
７
７
０
へ

'
4
5
6
7
8
9
:

;
<
=
>
?
@
A
B

日
時
�
10
月
27
日
�
午
前
10
時
か
ら

会
場
�
受
験
票
に
記
載
の
場
所
で

受
験
資
格
�
保
健
・
福
祉
・
医
療
に

関
す
る
国
家
資
格
等
を
持
ち
、
５
年

以
上
の
従
事
経
験
が
あ
る
人

□%
７

月
15
日
�
〜
８
月
２
日
�
に
所
定
の

願
書
で
（
願
書
は
直
接
、
〒
９
５
０

｜
８
５
７
０
新
潟
県
高
齢
福
祉
保
健

課
介
護
保
険
室
�
０
２
５
・
２
８
５

・
５
５
１
１
か
２
７
０
円
切
手
を
は

っ
た
Ａ
４
判
の
書
類
が
入
る
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
郵
送
を
依
頼
）

CD

EFGHIJKLM
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用く

ださい。
NOPQRSTU

VWXYZ[\[]^_`ghijk

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急
患診療所へ。
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Ü
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E
F
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J
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1
e
b
N
O

〔
現
況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
〕

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
た
め
に
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
な
い
と
審
査
で
き
ず
、

手
当
が
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

５
月
下
旬
に
用
紙
を
郵
送
し

ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間
�
６
月
３
日
�
〜
21

日
�
提
出
先
�
市
役
所
２
階

児
童
福
祉
課
（
郵
送
で
も
可
）

〔
新
た
に
支
給
対
象
に

な
る
人
へ
〕

平
成
13
年
中
の
所
得
に
よ
り
、

新
た
に
支
給
対
象
に
な
る
人
が

い
ま
す
。
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
児
童
福
祉
課
�

39
・
２
２
１
９

�
P
Q
R
S
T
U
V
"
W

妊
婦
同
士
の
交
流
や
情
報
交

換
の
場
と
し
て
、
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

対
象
�
初
回
妊
婦
（
ご
家
族
も

一
緒
に
ど
う
ぞ
）

会
場
�
健

康
セ
ン
タ
ー

時
間
�
午
後
１

時
15
分
〜
４
時

持
ち
物
�
母

子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
（
１

回
目
は
動
き
や
す
い
服
装
で
）

参
加
料
�
無
料

申
し
込
み
�

７
月
２
日
�
ま
で

�
X
Y
Z
E
[
\]
Y
Z
E

�
�
^
_
�
2
3
�

７
月
の
対
象
�
４
か
月
児
…
平

成
14
年
３
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
13
年
９
月
生
ま
れ

日
時
�
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
�
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

�
`
W
g
h
i
j
k
�

健
康
診
査
な
ど
で
、
肥
満
度

20
％
以
上
、
ま
た
は
高
脂
血
症

（
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
の
多
い
こ
と
）
と

診
断
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、
運

動
や
食
事
の
学
習
を
し
ま
す
。

日
時
�
７
月
９
日
�
午
前
９
時

lmnop �@qrsturvwxyGvGv�?uzvvyy

{|}~G���G���������
�����������������
���������

'
@
�
�
 
N
�
�
¡
�
U
P
V
¢

£
¤
j
¥
¦
L
K
§�
2
3
�

日
時
�
７
月
７
日
�
午
後
１
時
か
ら

会
場
�
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
講

堂

講
師
�
新
潟
大
学
医
学
部
保
健

学
科
教
授
・
田
原
幸
子
さ
ん

□&
が

ん
の
子
供
を
守
る
会
新
潟
支
部
・
原

さ
ん
�
32
・
０
９
１
２

'
¨
©
ª
¤
"
«
¬
­

事
前
予
約
（
�
０
１
２
０
・
４
４

５
・
４
４
５
。
受
付
時
間
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
。
当
日
受
付
も
あ
り
）。

日
時
�
７
月
７
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

会
場
�
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
丸
大
長
岡
店
１
階
特
設
会
場

□&

	
骨
髄
移
植
推
進
財
団
�
０
１
２
０

・
４
４
５
・
４
４
５

'
®
E
æ
N
¯
°
k
�
�
2
3
�

日
時
�
７
月
10
日


午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
長
岡
中
央
綜
合
病
院
健

診
棟
４
階
講
堂（
保
育
ル
ー
ム
あ
り
）

講
師
�
同
病
院
小
児
科
部
長
・
郡
司

哲
己
さ
ん

□&
同
病
院
小
児
科
外
来

�
35
・
３
７
０
０

'
±
²
³
´
µ
¶
"
·
¸
V
¹
º
¤

»
¼
½
V
�
¾
¿
À
Á
Â
Ã
Ä
Å

!
Æ
Ç
�
È
É
.
Ê
Ë
Ì
§

日
時
�
７
月
14
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

会
場
�
厚
生
会
館
大

ホ
ー
ル

講
師
�
Ａ
Ｄ
Ｌ
対
応
型
高

齢
者
体
操
研
究
会
会
長
・
大
久
保
洋

子
さ
ん

定
員
�
１
２
０
人

参
加

料
（
前
売
）
�
一
般
３
、０
０
０
円
、

会
員
２
、０
０
０
円
、
学
生
１
、５
０

０
円（
当
日
各
５
０
０
円
増
。
そ
の
他

教
材
費
１
、０
０
０
円
必
要
）
持
ち

CÍ

Î%
Ï
Ð
Ñ
Ò

Î&
Ó
Ô
Õ
Ö
×

別居している高齢の親が訪問販売で
高額な外壁工事を契約したが…

Ｑ： 実家に帰ったら、親が訪
問販売で外壁工事を契約し
たことが分かった。見本工
事なので値引きすると言わ
れたようだが、高額なので
解約できないか。

Ａ： 訪問販売で契約しているので、８日間以内であれば、ク
ーリング・オフ（契約の無条件解除）できます。このよう
な販売方法は見本工事商法と呼ばれるもので、外壁などの
工事を「見本工事なので安くする」と言って契約させます
が、実際は同程度の工事より高かったという例が多いので
す。一人暮らしのお年寄りが、無料でシロアリの点検をす
ると訪問してきた業者に「このままでは家がだめになる」
と言われ、高額なシロアリ駆除と床下換気扇の契約をした
という相談もあります。
高額な契約をするときは、その場ですぐに決めないで、

本当に必要なのかなど、家族に相談したり、ほかの業者か
らも見積もってもらうなどしてからにしましょう。
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